
長万部町

花岡2遺跡・花岡3遺跡

北海道縦貫自動車道（七飯～長ガ部）埋蔵文化財発掘調査報告書

財団法人 北海道埋蔵文化財センタ ー
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遺跡周辺の航空写真（上 花岡2遺跡・下 花岡3遺跡）
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遺跡全景(RCヘリコプター撮影 北東から）
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2 調査終了全景（南西から）
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1 花岡2遺跡出土土器

2 花岡3遺跡出土土器



例 ロ

1. 本書は、 平成 11 年度に当センターが 実施した北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事に

伴う長万部町花岡2遺跡 ・ 花岡3遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告である。

2. 本書の執筆は、 I章：佐藤和雄、 II章：佐藤和雄 ・ 花岡正光、 皿章：皆川洋一・袖岡淳子・芝田

直人・大泰司 統、 W章：袖岡淳子 ・ 大泰司 統・皆川洋一・芝田直人、 V章：皆川洋一・芝田

直人、 珊章：皆川洋一・袖岡淳子 ・ 芝田直人・大泰司 統が担当した。

3. 各種測定、 同定、 分析等は下記に依頼した。

黒曜石産地同定 京都大学 薬科哲夫氏

水和層年代 京都大学 凝科哲夫氏

植物遺存体の同定 吉崎昌 ー氏・椿坂恭代

放射性炭素による年代測定 （株）地球科学研究所

炭化物樹種同定 三野紀雄氏

土壌分析 応用地質株式会社

4. 花岡2遺跡のラジコンヘリによる空中 写真は（株）シン技術コンサルタントに委託した。

5. 花岡3遺跡の石器の実測・トレ ー スの一部は（株）シン技術コンサルタントに委託した。

6. 花岡 3 遺跡の遺物写真は 一部を除いて（有）写真事務所クリ ークに委託した。

7. 石材鑑定は資料調査課花岡正光による。

8. 調査終了後の出土迫物および記録類については長万部町教育委員会が保管する。

9. 調査にあたっては下記の諸機関、 各氏からご協力をいただいた（順不動、 敬称略）。

北海道教育委員会、 日本道路公団北海道支社長万部工事事務所、 北土建設株式会社、 長万部町

教育委員会 佐藤 稔 ・ 山田明美・大根田明美·水野 一 夫、 八雲町教育委員会 三浦孝ー・ 柴田

信 一、 森町教育委員会 藤田 登、 伊達市教育委員会 大島直行・青野友哉・小島朋夏、 北海道

文化財保護協会 竹田輝雄・大島秀俊 ・ 谷岡康孝•長谷川 撤、 今金町教育委員会 寺崎康史、

南茅部町教育委員会 阿部千春•福田祐ニ ・ 小林 貢、 七飯町教育委員会 石本省三 ・ 横山英介

•竹 花和晴・菊地 博、 函館市教育委員会 中村公宣・野村祐一、 市立函館博物館 長谷部 一弘、

上磯町教育委員会 森 康裕、 上ノ国町教育委員会 斉藤邦典、 平取町教育委員会 森岡健治、

富良野市郷土館 澤田 健、 札幌市埋蔵文化財センター 柏木大延・小柳リ ラ子・大沼拓哉・奈

良智法、 千歳市さけのふるさと館 高橋 理、 青森県教育委員会 三宅徹也、 青森県埋蔵文化財

センター 平山明寿•福田友之・成田慈彦・成田誠治・大田原 澗、 青森県森田村教育委員会

伊野忠夫、 八戸市教育委員会 宇部善範 ・ 村木 淳・大野 亨 ・ 小保内 裕之、 八戸市博物館

小笠原 善範、 秋田県埋蔵文化財センター 五十嵐 一治 ・ 工藤直子、 福島県飯野町教育委員会

西戸純一・大槻 巌、 札幌国際大学 吉崎昌 ー・柴内佐和子、 トロント大学 ゲイリ ー w. クロフ

ォ ー ド



凡 例

1. 遺構の表記は、 以下に示す記号を使用した。

H:住居跡 P:土城 TP:Tピット F ：焼土 FC: フレイクチップ集中

s ：集石 D ：遺物集中 HP ：住居内柱穴 HF ：住居内焼土

HC: 住居内炭化物集中 SP: 住居内小ピット

2. 遺構図の方位は真北を、 細数値は、 標高（単位m)を示す。

3. 遺構の規模は、「確認面での長軸長X短軸長／床（底）面での長軸長X短軸長／確認面からの最

大深」の順で記した。 一部破壊されているものは現在長を（ ）で示し、 不明のものは ー で示

した。

4. 実測図の縮尺は、 原則として下記のとおりである。

遺 構 1 : 40 復元土器 1 : 3 

土器拓本 1 : 3 剥片石器 1 : 2 

礫石 器 1 : 3 石 斧 1 : 3 

石 皿 1 : 4 土・石製品 1 : 2 

5. 土層の表記は、 基本土層についてはロ ー マ数字で、 遺構の層位についてはアラビア数字で示した。

6. 土層の色調は「新版標準土色帖19版』（小山・竹原1997) に従った。

7. 土器、 石器、 土 ・ 石製品の大きさはいずれも最大値のもので、 欠損している場合は（ ）を付け

た。

8. 遺構出土遺物図の掲載番号の右に付される記号「●」は床面出土のものに限り付してある。
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H-1 全景（東から）

H-1検出状況（西から） 図版15

HP-8 土層断面（南西から）

掘りあげ土断面（北から）

HP-8 全景（南西から） 図版16

H-1 全景（北西から）

H-2 土層断面（南から）

H-2 全景（南から）

H-2検出状況（西から）

台石埋設状況 図 w-5-12-32 図版17

（南東から）

床面遺物出土状況（西から）

HP-4 遺物出土状況

HP-1 土層断面（南西から）

HP-19土層断面（南から）

HF-1 土層断面（南東から）

HP-17、 18土層断面（南から） 図版18
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H-3 土層断面（北西から）

H-3 覆土上部遺物出土状況

（北から）

HP-2 、 8 土層断面（南から）

H-3 全景（北から）

H-4 土層断面（南西から）

焼土断面（東から）

炭化材検出状況（北から）

H-5 土層断面（西から）

H-5 遺物出土状況（北西から）

H-5 全景（南から）

H-6 覆土上部遣物出土状況

（南から）

HP-7 （中央）検出状況

（南西から）

H-6 土層断面（南から）

H-6 全景（西から）

H-7 土層断面（南東から）

H-7 全景（東から）

H-8 土層断面（北西から）

H-8 全景（西から）

調査風景（北から）

H-4 、 H-7 、 H-8 調査状況

（北西から）

H-9 全景（北西から）

HP-2 完掘状況（東から）

HP-24土層断面（南東から）

HP-24完掘状況（南東から）

H-9 遺物出土状況（南から）

北東端の溝検出状況（南西から）

床面遺物出土状況（南西から）

遺物出土状況図 w-5-26-4

（西から）

遺物出土状況図 N-5 -26-1 、 2 、

3 （南西から）

H-9 土層断面（南から）

P-1 土層断面（南東から）



図 版 目 次 （花岡3遺跡）

図版 1 1 遺跡近景（表土除去後 西から） 3 H-13 · HF- 1 断面（南から）

2 v 層上面検出状況（南から） 4 H-1 4全景（南東から）

図版2 1 調査風景（西から） 図版12 1 H-14土層断面（南から）

2 調査終了後調査区域（西から） 2 H-15全景（南東から）

図版 3 1 H- 1 全景（南西から） 3 H-15土層断面（東から）

2 H- 1 土層断面（南西から） 図版1 3 1 H-16全景（南東から）

3 H- 1 炭化物出土状況（南から） 2 H-16土層断面（北から）

4 H- 1 遺物出土状況（南西から） 3 H-16遺物出土状況（東から）

5 H- 1 · H P-11断面（南東から） 4 H-16 · HF- 1 検出状況

図版 4 1 H-2 全景（東から） （東から）

2 H-2 土層断面（南から） 図版14 1 H-17 検出状況（北から）

3 H- 3 · 4 全景（東から） 2 H-17遺物出土状況（東から）

図版5 1 H-5 全景（南から） 3 H-17全景（東から）

2 H-5 土層断面（北から） 4 H-17土層断面（東から）

図版6 1 H-6 全景（東から） 図版15 1 P- 1 全景（南から）

2 H-6 土層断面（東から） 2 P- 1 土層断面（南西から）

3 H-6 · HP-l 断面（北東から） 3 P-2 全景（西から）

4 H-6 · HP-2 断面（南東から） 4 P-2 土層断面（南から）

5 H-6 · HP- 3 断面（西から） 5 P-2 · HF-l （左）および

図版7 1 H-7 全景（南から） SP- 1 （右）検出状況（東から）

2 H-7 土層断面（南から） 6 P-2 遺物出土状況（北西から）

3 H-8 全景（南西から） 図版16 1 P- 3 · 4 全景（西から）

4 H-8 土層断面（南東から） 2 P- 3 遺物出土状況（西から）

図版8 1 H-9 全景（東から） 3 P-5 · 6 全景（北東から）

2 H-9 · HF-l 断面（南西から） 4 P-5 · 6 土層断面（南東から）

3 H-10全景（東から） 5 P-7 全景（北から）

図版9 1 H-11 検出状況（南から） 6 P-7 土層断面（東から）

2 H-11 · HF- 1 検出状況 7 P-8 土層断面（南から）

（東から） 8 P-8 全景（東から）

3 H-11全景（北東から） 図版 17 1 P-9 土層断面（南から

4 H-11土層断面（東から） 2 P-9 全景（東から）

図版10 1 H-12全景（東から） 3 P-10土層断面（南から）

2 住居群全景（南東から 左奥より 4 P-10全景（東から）

H -8 · 13 、 右手前より H-15 · 5 P-11 土層断面（南東から）

1 4  · 16) 6 P-11全景（南東から）

図版1 1 1 H-13全景（北から） 図版18 1 P-12土層断面（北から）

2 H-13土層断面（北西から） 2 P-12全景（東から）



3 P-14全景（東から）

4 P-15土層断面（南から）

5 P-15全景（南から）

6 P-16全景（東から）

図版19 1 P -17土層断面（南から）

2 P-17全景（南東から）

3 P-18全景（北から）

4 P-19遺物出土状況（北から）

5 P-20全景（東から）

6 P-2 1全景（北から）

図版20 1 P -22 土層断面（東から）

2 P-22 全景（北東から）

3 P-23 土層断面（東から）

4 P-23 全景（西から）

5 P-2 5土層断面（東から）

6 P-2 5全景（西から）

図版2 1 1 P -2 6土層断面（北東から）

2 P-2 6全景（東から）

3 P -33 · 3 4全景（北から）

4 P-44全景（南東から）

5 P -33 ---39全景（南東から）

図版22 1 T P- 1 土層断面（西から）

2 TP- 1 全景（西から）

3 F- 1 検出状況（東から）

4 F- 1 断面（西から）

5 F-2 検出状況（北から）

6 F-2 断面（東から）

図版23 1 S - 1 (R) 検出状況（北東から）

2 S- 1 (L) 検出状況（西から）

3 S- 1 断面（南から）

4 S-2 検出状況（東から）

5 S-3 検出状況（北西から）

6 S-4 検出状況（東から）

図版2 4 1 D- 1 検出状況（西から）

2 VI層遺物出土状況（東から）

3 土器底部出土状況（北東から）

4 一括土器出土状況（南から）

5 ポイント出土状況（北から）

6 石斧出土状況（東から）

7 玉出土状況（西から）

図版2 5 1 旧石器確認調査トレンチ

(Fライン 北東から）

2 旧石器確認調査トレンチ

(Hライン 南西から）

図版2 6 1 VIII- X層断面（南から）

図版2 7

図版28

図版29

図版30

図版3 1

図版32

図版33

図版3 4

図版3 5

図版3 6

図版3 7

図版38

図版39

図版40

図版41

図版42

図版43

図版44

2 X 層遺物出土状況（北東から）

3 旧石器確認調査状況（東から）

4 旧石器確認調査トレンチ

(H~k-11 西から）

5 旧石器確認調査トレンチ

1 
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1 
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1 
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(D~F-11 西から）

X層出土遺物

調査終了後遺跡遠景（西から）

H- 1 の遺物 ( 1)

H- 1 (2 ) ·H-2 の遺物

H- 4 •H- 5 の遺物

H- 6 の遺物

H- 7 •H-8 の遺物 ( 1)

H -8 (2 )  · H -9 · H -10の

遺物

H-11 · H-13 の遺物

H-12 の遺物

H-14 · H-15の遺物 ( 1)

H -15 (2 ) · H -16の遺物 ( 1)

H -16 (2 ) · H -17の遺物 ( 1)

H- 17 (2 ) · P - 1 · P -2 の

遺物(I)

P-2 の遺物 (2 )

P-3 ·P- 7 ·P-8 •P-9 の

遺物

P -10 · P-11の遺物

P -12 · P -14 · P -15 · P -16の

遺物

P-17 · P-18の遺物

図版45 1 P -20 · P -2 1  · P -22 · P -23 ·

P -2 5  · P -29 · P -32 · P -44の遺物

図版46 1 F C - 1 · F C -2 · F C - 4 · 

s-2 の遺物

図版47 1 S - 1 の遺物

図版48 1 D- 1 の遺物 ( 1)



図版4 9 1 D-1の遺物(2) 図版60 1 土器(1 1)

図版50 1 土器( 1) 図版6 1 1 土器(12)

図版5 1 1 土器(2) 図版62 1 土器(13)

図版52 1 土器(3 ) 図版63 1 土器(14)

図版53 1 土器(4 ) 図版64 1 石器( 1)

図版54 1 土器(5) 図版65 1 石器(2)

図版55 1 土器(6) 図版66 1 石器(3)

図版56 1 土器(7) 図版67 1 石器(4 )

図版57 1 土器(8) 図版68 1 石器(5)

図版58 1 土器(9) 図版69 1 石器(6)

図版59 1 土器(10) 図版70 1 石器(7)



I 調査の概要

1 調査要項

事 業 名 北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）埋蔵文化財発掘調査

委 託 者 日本道路公団北海道支社

受 諾 者 財団法人 北海道埋蔵文化財センタ ー

受託期間 平成11年 4 月 1 日～平成12年 3 月 31日

I 調査の概要

発 掘期間 平成11年 5 月 6 日～平成11年 8 月 18日

花岡 2 遺跡（登載番号 B-17-36)

平成11年 8 月 19 日～平成11年10月 29日

花岡 3 遺跡（登載番号 B-17-37)

所 在 地 山越郡長万部町字花岡149 · 224番地 山越郡長万部町字花岡149 · 152番地

調 査面積 l,400m
2

3,250m
2 

2 調査体制

財 団 法 人 北海道埋蔵文化財センタ ー

理 事 長 大澤 満

専 務 理 事 佐藤 哲人 (5 月 31日退任）

専 務 理 事 宮崎 勝 (6 月 1 日就任）

常 務 理 事 柴田 忠昭 (3 月 31日退任）

常 務 理 事 木村 尚俊 (8 月 16日就任）

業 務 部 長 中田 仁

第 一 調 査部長 畑 宏明 (8 月 15日退任）

第 一 調 査部長 木村 尚俊（兼務）

第二調 査課長 佐藤 和雄（花岡 2 · 3 遺跡発掘担当者）

主 査 皆川 洋一（花岡 3 遺跡発掘担当者）

文化財保護主事 袖岡 淳子（花岡 2 遺跡発掘担当者）

文化財保護主事 芝田 直人

文化財保護主事 大泰司 統

3 調査にいたる経緯

北海道縦貫自動車道函館名寄線は現在、 長万部インタ ー チェンジ～旭川鷹栖インタ ー チェンジの間

で供用がなされている。 これより南は七飯～長万部間で工事が進められている。 この事業に関する埋

蔵文化財包蔵地については日本道路公団北海道支社と北海道教育委員会（以下道教委と記す）と の間

でその取り扱いについて事前協議が行われ 、 道教委は 所在確認調査・範囲確認調査を行ってきている。

七飯～長万部間の発掘調査は昨年度が最初で富野 3 遺跡（当センタ ー ）・オバルベツ 2 遺跡・富野

5 遺跡（北海道文化財保護協会）で調査が行われた。 今年度は長万部町内で 6 遺跡（当センタ ー 3 遺

跡・長万部町教委 2 遺跡・北海道文化財保護協会 1 遺跡）、 八雲町内で 6 遺跡（当センタ ー ）の計12

遺跡で調査が実施された。

花岡 2 遺跡・花岡 3 遺跡は平成 2 年度に所在確認調査によって発見された。 平成 7 · 9 年度に範囲



長万部町 花岡2遺跡・花岡3迫跡

確認調査が行われ、 発掘調査の必要な範囲5,300面が決定された。 今年度、 発掘調査を実施したが一

部に変更が生じたため、 調査面積は4,650面となった。

4 調査の概要

(1) 発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては、 道路工事用地の中心線杭 STA940と STA941、 STA943と STA

944をそれぞれ結ぶ直線 (Mライン）を基線とした。 この基線に平行する線と直交する線を 4mごと

に区画してメッシュをつくり、 4m単位の発掘区を設定した。 STA940杭· ST A941杭 • STA

943杭． STA944杭の測盤成果は次のとおりである。

ST A940 X=-171.507,8771 Y=+6,744,1515
. 

ST A941 X = -171,422,2015 Y = +6,795,7230 

ST A943 X = -171,250,8504 Y = +6,898,8684 

ST A944 X = -171,165,1749 Y = +6,950,4407 （平面直角座標系第 XI系）

区画線は縦線にアルファベット、 横線にアラビア数字による呼称を与えた。

各発掘区の呼称は北西隅のラインの交点で表示した。 例えばAラインと10ラインの交点の南東側が

A-10区となる。 さらに、 4mX4mの発掘区を 4 分割し、 2mX2mの小発掘区を設定した。

小発掘区は逆時計回りに a ·b ·c ·d とし、 A-10- a 、 A-10-b 、 A-10-c 、 A-10-d

のように表示する（図I- 4 - 1) 。

(2) 調査の方法

調査区の現況が濯木の生い茂った荒れ地であった。 このため瀧木の伐採後に重機で表土を除去する

ことから調査を開始した。 花岡2遺跡では0.4面の重機を使い小さな木根のみを除去し、 大きな木根

は残して後に周辺を調査した。 花岡3遺跡では0.7 面の重機を使って大きな木根も除去したため遺

構・包含層の一部が失われた。 そのため、 層位的に、 不確定な要素は多い。 人力による調査は始めに

発掘区の設定をした後、 25％調査、 包含層調査、 遺構調査の順で調査を進めた。

包含層の遺物については、 2mX2mの小発掘区ごとに取り上げた。住居跡、 フレイク ・ チップ集

中、 集石の遺物については、 出土位置・高さ・層位を記録した。 土城の遺物は、 一部を除いて流れ込

みあるいは混入したものとみられることから遺構ごとに一括して取り上げた。

住居跡の床面や焼土跡については可能な限り土壌を採取した。 土壌は水洗による選別を行い土器片

やチップなどを抽出し、 フロ ー テ ー ション法によって炭化種子や炭化物の検出を行った。

2
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長万部町 花岡2遺跡・花岡3遺跡

5 調査結果の概要

〔花岡 2 遥跡〕検出された遺構は竪穴住居跡 9 軒、 土城 7 基、 フレイク ・ チップ集中 2 カ所である。

遺構の大半は調査区南東側の台地縁辺部から平坦部にかけてまとまっている。 これらの位置からみて

さらに北西側に遺構群が広がるものとみられる（図 N-3-1) 。住居跡の平面形は円形に近い楕円

形と隅丸方形を呈するものがある。規模は楕円形のものが長軸約 6 m、 深さ約 1 m (3 軒）と長軸約

4m 、 深さ約0.6m (3 軒）のものとがある。隅丸方形のものは長軸約 2 m、 短軸約1.2m深さ約0.6m

(3 軒）である。 このうち、 H-2 は床面出土の北海道式石冠の破損品と未製品が接合し、 さらにた

たき石・台石・礫片も多量に出土している。 これらのことからみて北海道式石冠の制作場所であった

可能性が高い。土城 のうちP-3は床面近くから4個体の土器がまとまって出土している。

出土した遺物は約19,000点でこのうち土器が約6,000点、 石器等が約13,000点である。土器はすべて

縄文時代前期のもので、 円筒土器下層 b~d 式 (II 群 b類）が出土している。 石器等はフレイクや礫

片が大半を占める。器種別には台石、 スクレイパー、 石斧、 砥石、 北海道式石冠、 たたき石、 ナイフ

の順に多い。

〔花岡3造跡〕検出された遺構は竪穴住居跡17軒、 土城45基、 Tピット1基、 焼土2カ所、 フレイク

・チップ集中 4カ所、 集石 4カ所である。 これらの遺構はおもに台地の縁辺部に位置している（図 V

- 6 - 1)。

出土した遺物は約200,000点でこのうち土器が約10,000点、 石器等が約190,000点である。土器は大

半が縄文時代中期のもので、 天神山式・柏木川式相当のもの(III群b類）が出土している。 この他、

縄文時代早期後半のもの (I 群 b 類）が僅かにある。石器等はフレイク ・ チップや礫．礫片が大半を

占める。器種別には石鏃、 砥石、 スクレイパー、 台石、 くぼみ石、 石斧の順に多い。

旧石器時代の遺物は加工痕・使用痕のあるフレイクが3点出土している。

この他、 成因不明の土層 (V 層）が確認されている。この層は灰白色で、 ほぽ遺跡全体を覆ってい

た。近隣の遺跡では見られないことから、 その成因を明らかにするために各種の自然科学分析を行っ

た (VI 章 8 節）。 その結果、 1000年前～2000年前のある 一時期に、 人為的な焼き払いによって焼けた

樹木や草本類が堆積してできた可能性が考えられている。

表ー I -1 造構数一覧

フレイク・チップ
住居跡 土 城 Tピット 焼 土 集

集 中

花岡2遺跡 ， 7 2 

花岡3遺跡 17 45 1 2 4 4 

表ーI-2 出土遥物一覧

土 器 石 器 等

遺 構 包含層 合 計 遺 構 包含層 合 計 総 計

花岡2遺跡 3,638 2,858 6,496 7,270 5,389 12,659 19,155 

花岡3遺跡 4,531 4,926 9,457 177,067 13,472 190,539 199,996 

4



11 遺跡の概要

II 遺跡の概要

1 遥跡の位置と周辺の遺跡

遺跡のある長万部町は渡島半島の付け根に位置している。 東側は内浦湾に面し、 西側は山地斜面、

丘陵斜面、砂丘、沖積低地が発達している。花岡 2 遺跡・花岡 3 遺跡は JR 長万部駅から南西約 7 km、

標高約45mの海岸段丘にある。 ポンワルイ川を挟んで左岸が花岡2遺跡、 右岸が花岡3遺跡である

（図II - 1)。 ワルイ川は国縫川から北約3.5kmにある。これの南約500mに並流するのがポンワルイ川

である。 ワルイ川は永田 (1984 ·初版1891) によると「ワルイ。 悪い。 和人の名けたるものなり。 土

人云ふ。此川は魚上らず。 又材木を流す能はず。無用の川なれば和人悪と名くと。」に由来する。 ポ

ンはアイヌ語で小さいの意であるから、 ポンワルイ川は小さな悪い川となる。

周辺の遺跡には北東約 1 kmにアイヌ期の墳墓が確認された花岡遺跡、 北東約 1.6kmに縄文時代の中

の沢 1 · 2. 3. 4. 5 遺跡、 南西約 2 kmに縄文時代の国縫遺跡がある。

長万部町内の遺跡は道教委作成の埋蔵文化財分布図によると縄文時代の遺跡が大半を占める。 これ

らの遺跡はおもに段丘と沖積低地に分布している。

旧石器時代の遺跡は 2 カ所登録されている。 オバルベツ 2 遺跡（長万部町教委1995、北海道文化財

保護協会1999) 、 オバルベツ 4 遺跡（長万部町教委1999) がある。 細石器文化の遺物が出土してい

る。

縄文時代早期の遺跡は10カ所登録されている。富野遺跡、 ナイベコシナイ 2 遺跡、 栄原 2 遺跡、 オ

バルベツ 2 遺跡、 オバルベッ 3 遺跡、 オバルベツ 4 遺跡、富野 3 遺跡、富野 4 遺跡、富野 5 遺跡、 豊

野 6 遺跡がある。 前半期の貝殻文土器を出土する遺跡は栄原 2 遺跡（長万部町教委1997) 富野 3 遺跡

（北海道埋蔵文化財センタ ー 1999) 、富野 5 遺跡（北海道文化財保護協会1999) 、 豊野 6 遺跡（北海道

埋蔵文化財センタ ー2000報告予定）がある。富野3遺跡・富野5遺跡では物見台式期の住居跡が発見

されている。 後半期の縄文、撚糸文、 絡条体圧痕文、 組紐圧痕文、 貼付文などが施された土器が出土

した遺跡には次の遺跡がある。 ナイベコシナイ 2 遺跡（長万部町教委1996) 、富野 3 遺跡（北海道埋

蔵文化財センタ ー1999) 、オバルベツ 2 遺跡（北海道文化財保護協会1999) 、 オバルベツ 3 遺跡・オバ

ルベツ 4 遺跡（長万部町教委1999) である。富野 3 遺跡・オバルベツ 2 遺跡では東釧路 1I 式・赤御堂

式相当期の集落が発見されている。

縄文時代前期の遺跡は 5 カ所登録されている。静狩貝塚、 中の沢遺跡、 オバルベツ 4 遺跡、富野 3

遺跡、 豊野6遺跡、花岡2遺跡(2000報告予定）がある。 縄文尖底土器はオバルベツ4 遺跡で出土し

ているが大部分の遺跡では円筒土器下層式土器が出土している。

縄文時代中期の遺跡は5カ所登録されている。静狩貝塚、 栄原遺跡、富野遺跡、 坊主山遺跡、 トド

山遺跡、 ナイベコシナイ 2 遺跡、中の沢遺跡、 オバルベツ 4 遺跡、富野 3 遺跡、 豊野 6 遺跡、花岡 3

遺跡(2000報告予定）がある。静狩貝塚は上層から中期末～後期初頭にかけての遺物が、 下層から前

期の遺物が出土している（大場・田川 1955) 。 このうち中期末のものには標式土器の静狩式がある。

栄原2遺跡は煉瓦台式、 ノダップII式に相当するものが出土している。 円筒土器上層式期の遺構はオ

バルベツ 2 遺跡で住居跡が、 ナイベコシナイ 2 遺跡で墓の可能性がある土城が発見されている。 花岡

3 遺跡では道央部の土器群である天神山式を伴う住居跡・土城が発見された。

縄文時代後期の遺跡は 7 カ所登録されている。静狩貝塚、富野遺跡、 坊主山遺跡、 飯尾神社裏遺

5
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11 遣跡の概要

跡、 栄原 2 遺跡、 富野 3 遺跡、 オバルベツ 4 遺跡がある。静狩貝塚は余市式、 栄原 2 遺跡、 オバルベ

ツ4遺跡は余市式・トリサキ式・大津式、 富野遺跡は堂林式が出土している。

縄文時代晩期の遺跡は2カ所登録されている。静狩川迫跡で大洞A式、 富野3遺跡で大洞C2式が

出土している。

続縄文時代の遺跡は1カ所登録されている。静狩川遺跡で恵山式土器が出土している。

町内には旧石器時代や縄文時代・続縄文時代のほかに前述した花岡遺跡や国縫遺跡、 東蝦夷地南部

藩長万部陣屋跡のアイヌ期・中近世の遺跡や史跡がある。 （佐藤和雄）

表Il-1 周辺の選跡

名 称 登載番号

豊 野 1遺 跡

国 縫チ ャシ

豊野 2遺跡

花 岡 遺 跡

豊 津 遺 跡

豊野 3遣跡

中 の 沢l遺跡

中 の 沢 2遺跡

中 の 沢 3遺跡

中の沢 4遺跡

国 縫 遺 跡

既野 4遺跡

豊野 5辺跡

花 岡 2遺跡

花 岡 3迅跡

豊 野 6 遺 跡

中 の 沢 5遺跡

豊 津 2遺跡

2

4

5

6

7

8

9

2

3

M

6
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5
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2

2

2

3

3

3

3

4

4
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1
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7ーB

所 在 地

長万部町字豊野133-1, 2, 4, 5, 7 : 134 

字塁野195, 198, 210 

字花岡48-1, 2 :  62-1 

字豊津176, 180, 258 

字豊野123-1: 124 

字中の沢102

字中の沢101

字中の沢105-1

字中の沢105-1

字国縫176-2, 16, 17: 212-1, 4 

字豊野71, 129.130 : 131-1, 2 

字豊野24-1, 2, 3: 25-1: 204-2: 206-1 

字花岡154, 224 

字花岡149

字豊野127

字中の沢102

字豊津193

時 代

縄 文

アイヌ期

縄 文

アイヌ期

縄 文

縄 文

縄文前期

縄 文

縄 文

縄 文

縄 文

縄 文

縄文中期

縄文前期

縄文（前～後期）

縄文前期

縄文中期

縄 文
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長万部町 花岡2遺跡・花岡3遺跡

2 地形・地質

図 II-2 に遺跡周辺の地形分類図を示す。遺跡周辺では概略、丘陵、段丘、谷底平野、沖積低地、

砂丘が認められる。

丘陵は標高70m以上に分布し、丘頂標高は 250m前後で比較的定高性がある。石田(1983)によれ

ば、丘陵地域は主に、八雲層の硬質頁岩部層、黒松内層の凝灰岩部層 ・ シルト岩砂岩部層、瀬棚層の

砂岩部層、及び貫入岩の流紋岩から成っている。

段丘は海成段丘で、段丘面の標高は50m前後、北東一南西方向に海岸線と平行に発達している。段

丘面は北東部へその標高を減じている。図 II-2 の北東端では段丘面が分断されており、活断層研究

会(1991)によれば、活断層（中の沢断層）による変位である。段丘面は段丘崖によって沖積低地と

境されている。この段丘崖は急傾斜で新鮮であり、直線的に北東一南西方向に走る。段丘構成物は、

ポンワルイ川左岸部ではシルト岩の、右岸部では流紋岩、頁岩、凝灰岩の亜円礫～円礫で、その上位

にロ ー ム層をのせる。

谷底平野は丘陵と段丘を開析したものが認められる。

沖積低地は河川沿いと海岸線沿いに発達する。谷底平野の出口の小さな沖積錐、海浜は沖積低地と

して一括した。ポンワルイ川の現河床礫には、流域の地質を反映して流紋岩、頁岩、凝灰岩が多い。

海岸線沿いには砂丘が発達している。

遺跡は段丘面上に位置している。周囲を急崖が取り巻き、沖積低地との比高約30mである。遺跡の

表層地質の模式図を図 II-3 に示す。ロ ー ム層の上位に黒ボク土が発達し、黒ボク土中に遺物包含層

がある。花岡2 遺跡では縄文時代前期の、花岡3 遺跡では縄文時代中期の遺物が包含されている。 ま

た花岡3 遺跡では、ロ ー ム層中にも旧石器時代と考えられる遺物が認められた。

降下テフラが数層認められたが、保存状態は悪い。駒ヶ岳起源のKo-d、同Ko-gほかに対比される。

花岡3 遺跡では、Ko-clの下方で一見テフラ層にみえる土壌が認められた。これは発掘層位の ・ 層

としたもので、湿状態で褐灰色、乾状態で灰白色を呈し、多最の火山ガラスと多罷のプラントオパ ー

ルから成っている。このことはV層が純粋なテフラとはいえず、集石遺構s- 1 · 2 との関連からも

その成因について各種の分析が試みられた。

より詳しい土層内容は各遺跡の土層説明の項、テフラと V 層についてはVI 章で述べられる。

引用文献

石田正夫(1983) ：国縫地域の地質． 地域地質研究報告( 5万分の1 図幅）， 地質調査所， 42p.

活断層研究会(1991) ：新編日本の活断層一分布図と資料． 東京大学出版会， 43 7 p.

（花岡正光）
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長万部町 花岡2迫跡·花岡3遺跡

花岡3遺跡 花岡2遺跡
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図1[ 一 3 各遥跡の模式堀柱状図

1 ：表土 ・ 作土 2 ：黒色腐植土 3 ：褐色腐植土

4 ：褐色灰色腐植土 5 :ロ ー ム 6 ：降下テフラ

10 



m 遺物の分類

1 土器

I 群 縄文時代早期に属するもの

a類 貝殻腹縁圧痕文、 条痕文のあるもの、 物見台式に相当する土器群

b類 縄文、 撚糸文、 絡条体圧痕文、 組紐圧痕文、 貼付文などの施される土器群

b-1類 東釧路II式、 仮称西桔梗式、 赤御堂式、 東釧路皿式に相当するもの

b-2類 コッタロ式に相当するもの

b-3 類 中茶路式に相当するもの

b-4類 東釧路w式に相当するもの

II群 縄文時代前期に属するもの

a 類 縄文の施された丸底、 尖底を特色とする土器群

a - 1類 縄文土器に相当するもの

a-2 類 春日町式、 中野式など、 縄文の施された尖底を特色とするもの

b類 円筒土器下層式に相当する土器群

皿群 縄文時代中期に属するもの

a類 円筒土器上層式に相当する土器群

b類 榎林式、 大安在B式、 ノダップII式に相当する土器群

w群 縄文時代後期に属するもの

a類 余市式、 入江式、 大津式に相当する土器群

b類 船泊上層式、 手稲式、 ホッケマ式、 エ リモB式に相当する土器群

c類 堂林式、 三ツ谷式、 御殿山式に相当する土器群

v類 縄文時代晩期に属するもの

a類 大洞 B 式、 上ノ国式に相当する土器群

b類 大洞 C1式、 大洞 C2式に相当する土器群

c類 大洞A式、 大洞A' 式、 タンネトウL式に相当する土器群

VI群 続縄文時代に属するもの

V11群 擦文時代に属するもの

2 石器等

m 迫物の分類

石器は器種別に分類を行った。花岡2遺跡については、 剥片石器には石鏃、 石槍、 石錐、 つまみ付

きナイフ、 スクレイパー 、 加工痕のある剥片 (R フレイク）、 刃こぼれ状の使用痕のある剥片 (U フ

レイク）、 石核、 両面調整石器がある。磨製石器には磨製石斧がある。礫石器にはたたき石、 くぼみ

石、 北海道式石冠、 偏平打製石器、 石鋸、 砥石、 台石もしくは石皿がある。石製品として軽石製のも

の、 凝灰岩製のものがある。他に、 礫石器の制作、 または機能部の調整によって考えられる礫片があ

る。 その他、 礫、 軽石がある。 （袖岡淳子）

花岡3遺跡については、 剥片石器には石鏃、 ポイント、 ドリル、 つまみ付きナイフ、 スクレイパー、

くさび形石器、 Rフレイク、 Uフレイクがある。礫石器には石斧、 たたき石、 すり石、 くぼみ石、 砥

11 
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石、多面砥石、 有溝砥石、 石鋸、 台石、礫石、 磨石がある。石製品として、 玉と、 軽石などの石材を

用いた製品がある。その他、 石核類として石核、礫．礫片類として原石、 礫、礫片軽石などがある。

（芝田直人）

12 



w 花岡2遺跡

W 花岡 2 遺跡

1. 概要

表土I 層について、調査区の一部、段丘上の平坦面にプラウによる耕作跡を確認した。腐植土層で

ある II 層と皿層、W層が包含層である。包含層遺物については標高47.5m前後のラインにおおよそ集

中する。これは段丘の平坦面へりにあたり、遺構が位置する立地条件とも一致する。ただし、遺構の

ない場所でも遺物が集中することには変わりない。 II 層、 W層からの出土遺物は少ない。出土してい

るものも木根などの撹乱といった土の動きにまぎれたものであろう。遺構の掘り込み面は皿層の中位

より上、上位より下と観察されたものがほとんどである。また遺物の出土状況も、斜面など堆積状況

が不明瞭な場所を除いて、この層においてよく出土としていた（図版4)。

花岡 2 遺跡から出土した土器は、縄文時代前期の円筒下層 b~d1 式土器に限られた。 P-3 や

H- 9 といった遺構内からまとまって出土したものについては下層c式と判断した。および復元でき

た包含層出土土器もc式またはその直前であると判断した。表では古い要素が強いと判断したものは

b~ c 、明らかに円筒下層式のある型式にあてはまるもの、例えば円筒下層 c 式のものならば c 、新

しい要素を持つものについてはc~ d! 、新旧判別しがたいものについては b~ d1 と、分類に併記し

た。また、包含層の出土遺物については土器より石器の方が点数的に多い。北海道式石冠、偏平打製

石器、両面調整石器と称した石核の可能性が窺える石器が目立つ。

検出した遺構の時期についても円筒下層c式期またはその直前直後と推定できるものがほとんどで

ある。検出した遺構は竪穴住居跡 9 基、土城7 基、フレイク ・チップ集中 2 か所である。住居の形状

には、隅丸方形をした小型なもの (H-4 、 7、 8)と、より円形に近い楕円形のものとがある。楕

円形のものは 4 本の主柱穴を持つものが主である。楕円形の大きさには長軸 6m前後 (H- 1 、 3 、

9) のものと長軸 4m前後 (H- 2 、 5 、 6) のものがある。大型のものには途切れ途切れな溝が壁

際に巡る。H- 1 、 3 、 4 、 6 は 4 本主柱穴、H-9 は 6 本主柱穴である。H-5 については 2 本主

柱穴の可能性がある。H-1 、 3 は深さが lm前後であり、比較的深い。H-2 からは床面に付属ピ

ットを確認した。楕円形のものはH-5 を除いて、床面の中央が浅く凹む。凹みは不正な楕円形で住

居のプランと長軸をほぼ同じくする。H-1 、 2 、 9 からは直径10cm前後の砂が密に詰まった小型ピ

ットを複数個確認した。類例は渡島半島の円筒土器期に確認されている。また礫石器の使用および製

作を思わせる痕跡があるもの (H-1 、 2 、 9) が目立った。方形の住居はいずれも、床面ちかくか

ら炭化材の出土があった。特にH-4 からはまとまって出土した。ピットについては住居と切りあう

もの (P- 4 、 5 、 6 、7) が半数以上を占める。

2. 発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては、道路工事用地の中心線杭 ST A943と ST A944を結ぶ直線を基線Mラ

インとした。この基線に平行する線と直交する線を 4m ごとに区画してメッシュをつくり、 4m単位

の発掘区を設定した。 ST A943と ST A944の測量成果は次のとおりである。

S T A 943 X = -171.250,8504 Y = + 6,898,8684 

ST A944 X = -171 ,1 65 ,1749 Y = +6,950,4407 （平面直角系第 XI 系）

区画線は縦線にアルファベットによる呼称、横線にアラビア数字による呼称を与え、 ST A943を

通るものを0ラインとした。各発掘区の呼称は北西隅のラインの交点で表示した。例えばCラインと

13 
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8 ラインの交点の南東側が C-8 区である。さらに、 4mX4mの発掘区を 4 分割し、 2mX2mの

小発掘区を設定した。小発掘区は逆時計回りに a · b · c · d とし、 C-8-a 、 C-8-b 、 C-8-c 、

C-8-d のように表示する（図 N-2-1 ) 。

3. 調査の方法

調査区の現況が潅木が生い茂った荒れ地であった。このため調査の開始は潅木の伐採後に重機で表

土を除去することであった。花岡 2 遺跡では、 バケット 4 の重機を使った。包含層が掘りかえされる

ことを避けるため、 抜根は最小限にした。包含層の遺物については 2mX2mのメッシュでとりあげ

た。住居跡(H- 1、 3、 5、 6、 9)については、 流れ込みあるいは混入したものを除き出土位

置・高さ・層位を記録した。住居跡 (H- 4 、 7 、 8 ）、 土城、 フレイク ・チップ集中の遺物は、 一

部を除いて流れ込みあるいは混入したものとみられることから遺構ごとに一括して取り上げた。住居

の床面や焼土については可能な限り土壌を採取した。土壌は水洗による選別を行い、 チップ等を抽出

し、 フロ ー テ ー ション法によって炭化種子や炭化物の検出を行った。

尚、 報告書の内容について、 遺構図内での表現（焼土、 炭化物、 分布図における遺物の表現など）

については、図 IV-3-2 に凡例として示した。遺構の記述は特徴については各遺構の調査者が行い、

文末に名を記した。遺構出土の土器については大泰司、 遺構出土の石器については袖岡が担当した。

（大泰司 統）

4. 土層

花岡 2 遺跡は腐植土が良好に発達している。調査区内では明瞭な火山灰層は見受けられなかった。

耕作等の撹乱は遺物包含層まで達していなく、 縄文時代前期の遺構、 遺物の保存状態は良好である。

土層は腐植化度の違いがみられる土色の違いによってI層～VI層に区分した。

I 層 表土または耕作土。調査区南西側、 台地の平坦面には耕作跡があり、 その土を I 層とした。ま

た、調査区北東側の斜面には耕作が及んでいないところがあり、その区域の表土層をI層としている。

I 層 灰白色 (Huel0Yl{8/l) ～褐灰色 (HuelOYR6/l) 腐植土層。層厚で 5 ---10cm程度。粘性の低い、

粗しょうな土壌である。遺構覆土上面の窪みや調査区北東側の斜面に比較的明瞭にみられる。

m層 黒色 (HuelOY即／1) 腐植土層。層厚で15-20cm程度。縄文時代前期の遺物包含層。水分を含

むと粘性に富む。

w層 暗褐色 (HuelOYR3/4) 腐植土層。層厚で10-15cm程度。縄文時代前期の遺物包含層。出土遺

物は少ない。水分を含むと粘性に富む。

V層 褐色 (HuelOYR4/4) 漸移層。層厚で10-15cm程度。

w層 明黄褐色 (Huel0YR6/8) ロ ー ム質土層。水分を含むと粘性に富む。

14 

巡：』］ 焼土

□ フレイク集中

可炭化物集中

火山灰

砂ピット

覆土出土

0 ：土器

△ ：剥片石器

ロ：剥片
▽ ：礫石器

◇：礫

＊ ：土・石製品

床面出土

● ：土器
▲ ：剥片石器

■ ：剥片
▼ ：礫石器

◆ ：礫

＊ ：土・石製品

図N-3-2 花岡2 造跡 遥構図中の凡例

（袖岡 淳子）
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Ⅳ　花岡2遺跡
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5 遥構と遥構出土の遥物

(1) 住居跡

H-1 （図 w-5-4~ 6／図版 5 、 6、 21、 22／表w- 1 ～ 4)

位置： Z0-7-b · c 、A-7 -a ~ d 、A-8-a·b 、 B-7-a·d

規模：5.92X5.8 6/5.7 2X5.46/ l.12m 長軸方向： N-15
°
― E

w 花岡2遺跡

特徴：緩斜面上に作られた平面がほぼ円形を呈する竪穴住居跡である。皿層上面でII層土が落ち込ん

でいたため、確認し、調査を開始した（図 w- 5- 4)。 その周囲に褐色土が環状に分布しており、

掘り上げ土と判断した。 その分布は、住居跡の平面プランに対して、東側へずれて堆積している。掘

り上げ土の断面は、プラン確認のため皿層を少し掘り下げた段階での記録である。堆積状態から、掘

り込み面は皿層の中位から上位にかけてである（図w- 5-4) 。覆土の1層は基本土層のII層に相

当する。 2~4層は 5 cm程度の薄層が連続して堆積する。 3 層は Ko-dが主体である。覆土 4層の中

位には、途切れ途切れではあるが、 白色のテフラが薄く層状に入り込む。 5 ~7 層は皿層を主体とす

るが、下位ほどロ ー ムの粒子が多量に混じる。 8 · 11 · 12層はロ ー ム質土が主体である。壁面の崩落

土ではなく、住居の容積に比して、住居の周囲で検出した掘り上げ土の土量が少ない。 そこで、上屋

構造が土葺きであることを示唆する。13層は床面直上の腐植土で、壁際と中央部でやや厚い。 8層上

面において、柱穴大の径を持つ黒色土の落ち込みを数か所検出した。しかし、これらは浅い皿状であ

った。また、 8 層の存在する住居南側のみの確認で、全体の平面形に対して規則的な配列はない。さ

らに、 8 層上面には、焼土等の痕跡はなく、ここに生活面はないものとした。ただし、上位 5 · 7 層

の腐植土中に生活面があり、柱穴の堀込みを認識できなかった可能性は否定できない。

住居の平面形はほぼ円形で、直径は約 6mである。深さは調査区内の、他の住居跡より深く、中央

部で約 1.0- 1.lmの深さである。壁面は南側で開き気味に立ち上がり、北側で垂直または微妙なオ ー

バー ハングである。北西側では P-5 を切っている。床面は中央部が浅く凹んでいる。 中心よりや

や北西側の床面に焼土が1か所検出された (HF-l)。ロ ー ムの床面が被熱し、赤褐色になり、固

くしまっている。地床炉と考える。また、焼土の周囲は浅く凹んでおり、焼土を取り囲むように小ピ

ットを検出した。 それらの平面形は円形、楕円形、不整形と様々で、いずれも深さ5cm程度である。

形状や配列などから、礫が埋め込まれていた痕跡を想定する。

床面の中央部はさらに段状に凹んでいる。 その周縁および、内部から 9 基の小ピットを検出した。

小ピットはHF- 1の周囲のものとよく似た形状と規模である。 そのうちの5 基に青灰色の砂が充填

されていた。内部の砂は固くしまり、混入物はない。人為的に詰められた可能性がある。覆土 12層の

下位に同質の青灰色砂が薄い層をなしていた。その層がこれら小ピットの上部とほぼ一致する。また、

HF-1 および小ピットの周囲からは、流紋岩や安山岩の微細な礫片が多く出土している。

主柱穴は 8 基検出した。いずれも中央部の凹みの外側にある。覆土や切り合い関係などから、 4 本

柱の構造を1度、建てかえていると判断した（図W- 5 - 2)。HP-5 ~8 を旧段階とした。これ

らは埋め戻され、上部がロ ー ムで塞がれている。HP- l ~4が新段階とし、床面直上の 13層とほぽ

同質の腐植土を主体とする覆土である。新旧で対となる柱穴は、主軸がずれており、 それぞれ約 20~

40cm離れている。 HP- 2·5 のみ切り合っており、HP- 5が埋め戻された後に、HP-2が穿か

れている。 HP- 1 ~ 4が40-50cm、HP-5 ~ 8 が45-55cmと古い時期の柱穴がやや深い。底面は

HP-5· 6がやや尖っているが、ほかは平坦である。浅い小ピットは 5基検出された。柱穴の外側

の壁際近くに分布している。覆土は柱穴と同様に腐植土のもの (HP -10 · 11 · 13) とロ ー ムで塞が

れているもの (HP- 9 · 12) がある。HP-11からは凝灰岩製の砥石と細かく破砕された台石片が
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H-1 付属遺構土層

HP-1 
1 闘褐色土(Hu110YR3/3)ロ ーム買土と累色土が湿ざり合う しまりがなくもろい
2 且紅 (H●●10lRヽ／61ローム質土主 畢色土が班状に入り込む
3 褐色土(H9110m/2)虞櫨土粘佑は強い

HP-2、 -5
9 田褐色土(H●●10YR3/3)ロ ーム只土と鳳色土が温ざり合う しまりはなくもろい
2 鵡褐色土(Hv110YR3／ヽ）区櫨土で鳳みを帯びたローム費土砧性這い
3 褐色土(Hu110YR4/6)ローム賃土主体 しまりあり
4 暴褐色土(Hue10YR3/2)贔色土とローム買土が温ざりあう しまりがなくもろい
HP-3 
1 鳳色土(H●●10曽R2/1)腐櫨土ややしまりあり
2 田褐色土(Hu110rR3/31ローム買土と黒色土が丑ざり合う しまりはなくもろい3 褐色土(H●●10叩／6)ロームブロック よく粘性をおびる

HP-4 
9 褐色土（恥●10YR4/41黒色土とローム費土の混合 しまりはなくもろい

HP-6 、 -7. -8. -12 
9 褐色土(HutlOYRヽ／61ロ ーム買土主体で躇褐色土が斑状に混ざる
2 /I褐色土(H●●IOYR2/2)鳳色土とロ ーム賃土が逗ざりあう

鳳色土がブロック状に入る もろい

HP-9 
9 褐色土(Hue10YR4/6)ロ ーム質土主体粘性強い
2 園褐色土(Hut10YR3/3)鳳色土とローム買土の混合 もろい

HP-11 
9 躇褐色土(Hu10YR3／ヽIローム買土主体鳳色土が斑状に混ざる 憧い粘性をおびる

HF-1 
9 贔褐色土(Hue10YR3/2)虞櫨土主体炭｛I: .燐土の粒子が混入する
2 示褐色土伽•51MIヽI燐土橙色の誼子力固られる 国くしまっている
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長万部町 花岡 2 遺跡・花岡 3 遺跡

出土している。また、 西側の床面に溝が壁の立上りに沿って巡っている。幅 5 ---15cm、 深さ 5 cm程度

で、 全長は約 3mにわたる。

遥物 住居廃棄直後の流入土と考えられる10---12層は南から南西側で遺物の分布が集中する（図w-

5-3) 。 11 群 b 類の土器片が南側の壁際でややまとまって出土しており、 H-9 の覆土中遺物と接

合している。 これらは10層から床面まで複数の層位にわたって折り重なるようにして出土している。

流れ込んだものと推測できる。床面直上覆土13層の遺物は HF-1 の周囲に集中する傾向が見られる

（図N-5-3) 。微細なフレイクや礫片が大半を占めるが、 1]群 b 類の土器片や砥石片、 偏平打製石

器、 たたき石なども出土している。南西側には黒曜石のフレイク・チップ集中を検出した。出土した

土器はいずれも 11群 b 類である。いずれも円筒下層 c 式またはその直前直後のものである。 1 a は前

述のH-1 と H-9 の覆土から出土した遺物。口縁部断面形態は丸みをおびて肥厚。膨らむ胴部上半

部分を持つ。上半部分の地文はRL原体とLR原体を交互に施した羽状縄文。口縁部の端部近くで外

反する口縁部形態を持つ。胴部下半部の形態はよくすぼまる。今回出土した土器の中では比較的大型

の器である。口縁部文様帯には矢羽根状に配された横方向に走る 二組の縄線と、 2本ひと組の横方向

に走る綾繰り文様を交互に配す。口縁部文様帯の境目部分には右方向に押し引くような刺突を連続し

て施す。胴部下半分にはLR原体による単軸絡条体第 1 類を縦方向に施す。いわゆる木目状撚り糸文

の片側半分のみが連続した様な文様。内面は磨き調整。胎土には繊維をよく含む。 1 b は羽状縄文の

片側、RL縄文を施した、 胴部破片。 2 は単軸絡条体第 2 類を縦走するように施す。内面は縦方向に

丹念な磨き調整を施す。胎土には海綿骨針と繊維が目立つ。器壁はやや厚く、 焼きがよい。残存部分

から比較的大型の器を推定。 3 は底部破片。地文には直前段反撚りのLLR原体を縦方向に施す。残

存する底部面から、 上げ底風の底部形態と磨きによる無文を想定。底部付近の器面は丹念になで調整

を施し、 無文。内面は磨き調整で、 一部にはすすが付着。胎土には混和材として小砂粒と繊維。未接

合ではあるが同 一個体と思われるものが床面直上（覆土13層）から出土。

4~7 まで石鏃。すべて珪質頁岩製で、木の葉形もしくは円基に近いもの。二次加工が粗雑であり、

そのため側縁や稜線が歪むものが多い。 4 は円みを帯びた基部がやや厚みをもつ。 5 は素材となる剥

片の形状が残る。裏面の稜線が先端近くで左に偏る。6 は先端部が欠損するもの。裏面に深い階段状

剥離がある。粗雑な調整により稜線が歪む。 7 は未製品。剥片の腹面、 背面に調整を施し先端部を作

り出すが基部は未完成である。 8は珪質頁岩製のつまみ付きナイフ。破損品でつまみ部のみ。腹面、

背面の両方から調整を加えて作り出されている。 9 、10はスクレイパー。ともに珪質頁岩製。 9 は破

損品。剥片の両側縁に調整があるが、 特に腹面の右側縁に丁寧な調整が施される。 この背面からも粗

雑ではあるが調整が行われ刃部を形成している。10は縦長剥片の腹面右側縁に調整を施し、 刃部とす

るもの。11は石錐。珪質頁岩製。剥片の腹面両側縁に急斜度の細部調整を施し上下 2 ヶ所に刺突部を

作り出している。12は両面調整石器。裏面に原石面が残る。表面の右側側縁には粗い調整痕があり扶

入している。13は石核。珪質頁岩。打面転移がみられるが、 主に掲載図において正面とした方向から

縦長剥片を剥離した残核と考えられる。15は磨製石斧。緑色泥岩製。破損している。基部の上端には

敲打痕がある。16はたたき石。珪岩製。棒状礫の両端を使用している。使用時に生じたと考えられる

剥落痕が両端にみられる。17はくぽみ石。流紋岩製。偏平礫の表、 裏面ともにくぼむ。18は北海道式

石冠。安山岩製。正面右側が破損している。擦り面を除き、 やや円みを帯びた90
°

の角を持つ自然礫

に敲打整形によって鉢巻き状の溝を作り、 北海道式石冠を形作っている。その他の部分にはほとんど

手が加えられず礫皮表面が残る。正面左側にはたたき痕があり、それに伴う剥落痕がみられる。19、

20は偏平打製石器。流紋岩製。偏平な礫の縁辺に粗い打ち欠きを施し、 一辺に幅の細い擦り面を有す
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図N-5-3 H-1

る。 20は未製品。砂岩製。表、 襄面の一辺ずつに打ち欠きが施される。 21 、 22、 23は砥石。 すべて凝

灰岩製。 23は炭化物状のものが多く付着する。 24は台石。 凝灰岩製。表面風化が著しい。

時期 床面出土の遺物より、 縄文時代前期後葉II群b類、 円筒下層c式の時期と考える。（芝田直人）
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長万部町 花岡2遺跡・花岡3追跡
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長万部町 花岡2遺跡・花岡3辿跡
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図N-5-6 H-1の遇物(3)

H-2 （図IV-5 -7 ~12／図版7 、 8、23~25／表IV-1 ~ 4 )

位謹：B -12- b · c、 C-12- a~ d

規模：4. 40 X 4.32/ 4.09 X 3.82/0.64 m 長軸方向:N-48°-W

特徴：調査区南西側に位四する。辿跡が立地する台地の縁辺に作られている。 皿陪上而において円形

にII陪の落ち込みを確認した。辿構の覆土と想定し、土陪観察用の土手を残し、周辺の精査とプラン

確認のための掘り下げを行った。平面形を確認したところでトレンチを掘り下げたところ、明瞭な住

居跡の床面と堂を確認し、辿構と認定した。平面形はやや不整な円形である。覆土は上下に大きく2

つに区分できる。 覆土上部はm附を主体とする黒色腐植土によって構成される。投土下部は、 ロー ム

質土を主体とする。住居跡の周辺には掘りあげ土は確認されていない。そこで、掘りあげ土の流入に

よる堆積を想定する事ができる。この事から毅土下部の埋土は上屋を毅っていた可能性がある。

掘り込み而は m 陪の中位から上位にかけてである。壁の立上りは急で、床と壁の境は弱くオ ー バー

ハングする。床面は中心部分が浅く凹む。深さ10cm程、不整な円形である。ここは住居の他の床而部

分と比較して固く締まりがある。この住居中央からは礫石器および礫の出土が集中している（図IV-

5-8、 9 )。 この場所および付屈ピットからは北湘道式石冠の未製品やその破損したもの27、28、

29、使用したもの26、砥石33、たたき石やその破損したもの、台石、凝灰岩と安山岩の礫片などが出

土していた。ここからは裸石器の接合賓料が得られている（図IV-5-8)。出土状況を図示した台
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石は凝灰岩製で、 表面風化が著しく、 遺物そのものの実測図を掲載しなかった。流紋岩の礫片は北海

道式石冠の製作時に出たものであり、 安山岩においては使用中の北海道石冠の破片や偏平打製石器や

石鋸の調整時に出たものと考えられる。流紋岩の微細な礫屑の広がりを 3 ケ所、 炭化物の集中を 2 か

所検出している。

北海道式石冠については未製品のものと使用しているものと両方が出土しているが、ここでは北海

道式石冠の用途を解明する手ががりとして、 図 N-11-26 、 27の遺物、床面出土の台石（図 W-5-

8) について肪酸分析を行った（図 ー 一 ）。床面中央の付属遣構として、 ピットが 5 ケ所検出

されている。このうちHP-17、18、19は砂が詰まっており、 上部についてはロ ー ム質土で埋め戻さ

れていた。 2 ケ所のピットについて上部のロ ー ム質土の端から砂が円形にはみ出していた。この他に

も同様のピットがあることを想定して床面全体を掘り下げたが無かった。HP-4 は覆土中から北海

道式石冠 28が破損した形で出土しており、 他の床面遺物と接合している（図 N-5-8) 。この中心

部分から少し南側には台石3 2が埋設されていた（図 N-5 -7 、 図版 8 -2) 。台石の埋設部分は尖

った形をしており、床面を堀り込んで埋設している。その他、 南側の壁に近い部分では石鋸 21、 2 2、

砥石33の一部、石斧片14などが出土している。

柱穴は 8 か所あり (HP-6 、 9 、10、11、 1 2、13、 14、16) 、 中央の凹み部分を囲むように位置

する。そのうち 2 ヶ所の柱穴 (HP -14、16)は覆土上部をロ ー ム質土が覆っていた。これらは住居の

立替えを示すものと考えられる。柱穴の深さは40cm前後である。柱穴はまっすぐ下に掘りこまれる。

他に付属ピットは、 プランが卵形で浅い皿状のピットが 4 ケ所 (HP-2 、 3 、 7 、 8) 、 フラス

コ状のピット (HP-1) が 1 ヶ所、その他小ピット (HP-5) が 1 ヶ所である。プランが卵形の

ピットは床面から暗褐色の落ち込みとして確認した。住居の中心より北から東にかけて位置する。H

P-1 は住居の覆土下部から、 円形のプランを確認できた。ここにサプトレンチを設定し住居床面の

高さで暗褐色の落ち込みを確認した。周囲を掘り下げ、 床面を確認したところで暗褐色の落ち込みを

半裁し、10cm程掘り下げたところ、 締まりのあるロ ー ム質土の面を検出した。ここで堀底面と見誤る

ほどであったが、 この面の東側が、 汚れたロ ー ム質土であったため、 更に掘り進んだところ埋め戻し

のやわらかい土を確認した。これを除去したところ、南から南西にかけての壁面がオ ー バ ー ハングす

るフラスコ状の土城であることを確認した。城底面は平坦である。土城上部は床面とおなじ高さまで

ロ ー ム質土によって、埋め戻したと考える。この土城は住居と同時期に構築されたものと考えられる。

HP-5 は、 HP-1 の南側と東側にわずかに重複する。

調査の結果、この住居跡は北海道式石冠の製作、 使用した跡として考えられる。

造物：出土した土器はいずれもII群b類である。いずれも円筒下層c式またはその直前のものである。

1 はRL 原体の単軸絡条体 1 類によって斜方向に地文を施す。口縁部文様帯を区切る横方向の貼付帯

があり、 その上にLR原体を押圧。 口縁部文様帯には沈線によって鋸歯状の文様を施す。口縁部は微

妙に外反し、 端部には平坦面を整形。内面は摩耗が著しい。胎土には繊維が目立つ。 2 は床面からの

出土。屈曲部を持つ器形で、RL原体、単軸絡条体第1類によって地文を施す。内面は摩耗が著しい。

胎土には繊維が目立つ。残存部分からみて小型の器形と考える。 3は胴部破片。直前段反撚りRRL

原体を縦走するように器面に施文。 内面は磨き調整。胎土には繊維が目立つ。 4、 5は底部付近の破

片。4 は下方向にすぽまる胴部形態。LR原体による単軸絡条体第1 類により、縦走する地文を施す。

内面は摩耗が著しいが、底面を貼り付けた痕跡である指頭圧痕が明瞭。胎土には繊維が目立つ。 5は

一部底部面が残存。残存部分から小型器形であり、 上げ底風の底面を持つと想定。表面の摩耗が著し

く、 単軸絡条体第1類によって地文を施文。 内面には磨き調整。胎土には繊維と海綿骨針が目立つ。
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H-2 A-Bセク
1 黒色土(H●I10Y 
2 凪褐色土(Hue1 OYR3/1)鳳色土とローム買土が斑状1：：坦じる ややしまる
3 鼠褐色土(Hue1 OYR3/2)黒色土とClーム買土が既状に阻じる ややしまる
4 褐色土(Hu●10YRヽ／4)ローム貧土を主体とし、骨色土が少量斑状に追じる しまりがある
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9 屡棗譴魯圭 {i:：｝；；:：月｝塁魯圭名g二会9圭念雇含 tgt1菜羹零炭(I:物を少量含む
8 にぷい費褐色土(Hu11o_yR4/3)凪色土とローム貫土の混合 しまりがある
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10 灰貴褐色砂費土
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＂ 黒褐色土(Hu110YR3/1)贔色土にローム買土が少豆逗じる土 ややしまる
＂ 瓜色土(Hut10YR1. 7/1)黒色土を主体とする しまりがある
11 にぶい贄褐色土(H●●10YR4/3)ローム買土に瓜色土が少量混じる

しまりがある炭化物を微呈含む
98 褐色土(Hue10YR4/4)ローム買土1：：鼠色土が少伍冦じる しまりがある
19 躇褐畠土(Hue10YR3/』）黒色土とローム貫土が混じる 固くしまる
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1 鼠色土(Hu110YR2/1)m層土を主体とする しまりがある
2 黒褐色土(Hut10YR3/1)鼠色土とローム賃土が斑状に混じる ややしまる
3 黒褐色土(H●●1OYR3/2)累色土1：：ローム買土が混じる土 ややしまる
4 躇褐色土(Hut10YR3/3)鼠色土とローム費土の坦合 しまる
5 褐色土(H●●10YRヽ／6）ローム買土を主体とする土に黒色土が少量逗じる しまりがある
6 灰質褐色土(Hu110YR4/2)ローム只土を主体とする土に黒色土が少量氾じる しまりがある
7 鳳褐色土(H•ヽ10YR3/1)鳳色土とローム買土が磁状に混じる ややしまる
8 にぶい質褐色土(H●●10m/3)凪色土とローム費土の混合 しま＆がある
9 黒褐色土(H●●1OYR3/1)黒色土を主体とする土1：：ローム只土が滋 に僅かに涅じる ややしまる
10 にぶい質褐色土(Hu●10YR4/3)黒色土とローム＂土の混合 しまりがある
11 塁褐色土(Hut10YR3/1)黒色土を主体とする土にローム費土が微逗混じる炭化物を微豆含む
12 褐色土(H●110YR4／ヽ）黒色土とローム買土の混合 しまりがある ほ化物を微豆含む
13 灰質褐色土(Hu110YR4/2}黒色土とロームn土の混合 しまりがある
1ヽ 褐色土(H●●10H4／ヽ｝ローム買土を主体とする土に黒色土が少量混じる しまりがある
15 費褐色土(Huヽ1DYR5/6)ローム貧土がブロック状に入り込む
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15 24 
25 

16 Iこぷい黄褐色土(Hue10YR4/3)凪色土とローム買土の冦合 しまりがある
17 黒褐色土(Hut1 OYR3/1)黒色土を主体とする 微妙にやわらかい
18 黄褐色土(Hut1 OYRS/6)ローム只土を主体とする ややしまりがある
19 1こぷい黄褐色土(Hue1 OTR4/3)黒色土とローム買土の混合 しまりがある
20 黒褐色土(Hue10TR3/1)黒色土を主体とする 微妙にやわらかい
21 灰黄褐色土(Hue1 OTRヽ／2)黒色土とローム費土の混合 しまりがある
22 躇褐色土(Hue10TR3/3)黒色土とローム賃土の氾合 しまりがある
23 灰質褐色土(Hue1 OTR4/2)鳳色土とローム只土の逗合 しまりがある
U 躇褐色土CH●I10TR3/4)黒色土とローム買土が冦じる 固くしまる炭化物を微豆含む
25 費褐色土CH●1 lOTRS/6)ローム質土を主体とする 固くしまる
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6~ 8 まで石鏃。円基のもの。二次加工は非常に粗く、側縁や稜線が歪んでいるものが多い。肉眼

観察により原産地豊泉産の黒曜石製と考えられるもの。 6 は未製品で素材となる剥片の形状が残るも

の。両側縁に細かい急斜度の調整が僅かにみられる。 7 は表面に原石面が残るもの。裏面には比較的

丁寧な調整がみられる。 8 は表、襄面の二次加工が非常に粗雑である。裏面には階段状剥離がみられ

る。 9~11はつまみ付きナイフ。すべて珪質頁岩製。 9 は破損品。つまみ部は腹面、背面両方から調

整を施しつまみ部を作り出している。腹面の両側縁に調整を施しているが、主に右側縁に背面からも

調整を施し刃部を形成していると考えられる。10はつまみ部が 2ヶ所挟入する異形なもの。両面調整

が施される。11はつまみ部と、刃部の1/2が欠損するもの。両側縁に調整を施す。12は石核。珪質頁

岩製。 打面転移がみられる。13、14は石斧。ともに緑色泥岩製。刃部のみの破損品を転用するもの。

破損した面の一辺に細かな剥離を施している。刃縁は階段状の剥離がみられる。14はこの階段状剥離

が顕著である。15は石斧未製品をたたき石として転用しているもの。擦り切りによる折り取り痕が明

瞭に残る。整形のための敲打調整が施されているが、刃部方向の破損によりたたき石に転用されたも

のと考えられる。襄面には敲打痕とは別に白濁したたたき痕と、下端にたたき痕、上端にはたたくこ

とによってできた階段状の剥落痕がある。16-17、19はたたき石。16は泥岩製。亜円礫の両端を使用

する。たたくことよってできた階段状の剥落が顕著にみられる。17は15と同じく、石斧未製品をたた

き石に転用しているもの。擦り切りによる折り取り痕が明瞭に残る。 ほぼ全面にわたりたたき痕がみ

られるが特に両端が著しい。 4片に破損している。破損後もそのままたたき石として継続使用されて

いる痕跡がある。19は安山岩製。破損している。たたき痕は比較的浅い。

18は北海道式石冠の小型のもので流紋岩製。破損品で把握部のみのもの。実用的なものではなく、

石製品と考えられる。20は石製品とした。凝灰岩製。表面が風化している。21、24は石鋸。ともに安

山岩製。22、23、25は偏平打製石器。ともに安山岩製の板状礫を素材としている。22は石鋸の刃部に

打ち欠きを施している。再度石鋸の刃部を調整し直しているものとも考えられる。23は幅の細い擦り

面を持つ。25は未製品。流紋岩製。26、27、28、30は北海道式石冠。 H-2 では未製品と使用品の両

方が出土している。床面からの未製品はすべて流紋岩製である。26は安山岩製。使用しているもの。

手頃な自然礫に鉢巻き状の敲打を施し溝を作る。掲載図正面の左側把握部に一部敲打痕がみられるが、

その他の部分には加工は施されず、礫皮表面が残る。擦り面とエッジ部分には剥離痕が回る。これは

掲載図左側の破損部にも回る。27、28は未使用のものと考えられる。擦り面とする部分には敲打整形

痕が残る。27は花尚岩製。把握部裏面には節理から剥離した部分がある以外は全面に敲打調整が施さ

れる。表面風化が著しい。28は接合資料。流紋岩製。全面には 打ち欠きのような粗い敲打調整が加え

られる。溝の敲打調整時に破損したものと考えられる。29は未製品。流紋岩。手頃な自然礫に、 打ち

欠きに近い敲打調整によって礫の縁辺を整形している。掲載図正面の左端は右端に比べ突出しており、

この部分を削ろうとして、強い衝漿を加えた結果、節理に沿って破損したものと考えられる。31は自

然礫に近いが、未製品と考えられるもの。打ち欠きに近い敲打が 2ケ所施されている。破損している。

32は住居床面に埋設されていた台石。台となる面に深い穿孔痕が幾つかみられる。浅く窪むが明瞭な

擦痕などはない。33は砥石。凝灰岩製。研ぎ溝は幅は狭いが長い。

時期：床面出土のII群b類土器から、縄文時代前期後葉円筒下層c式またはその直前と考える。

（袖岡淳子）
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H-2 遺物出土状況
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図N- 5 -11 H-2の造物(3)
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図N-5-12 H-2 の遥物 (4)

H-3 （図N-5 -14、15／図版 9 、26 ／表W- 1 ～4 )

位置: Y0-6-a · c · d、 Y0-7-a · b

規模： 4.80X 4.60/ 4.60 X 4.40/0. 70m 長軸方向： N-47
°

-E

特徴：表土除去終了後、調査区壁際の、Y0-6 、 7 グリッドから、基本土層 1I 層の入り込みを検出

した。遺跡の立地する段丘上、平坦面の際に位置する。調査区の境界線でもあるYOラインに沿って

トレンチを入れたところ、明確な壁面と床面を確認し、その規模から竪穴式住居と判断した。覆土5

層が固くしまっており、堆積が停滞している可能性を考えた。遺物9は5層直上の遺物である。当初

はH-3の覆土中に入れ子状に入り込む遺構を想定した。しかし生活面を認識するにあたり焼土等の

明確な根拠は見いだせなかった。その際検出したプランは、出土遺物分布図の覆土上部の図に示した

（図N-5 -14)。図示した遺物については、流入の可能性が高い。その後、完掘に移った。すると遺

構の南側が風倒木によって撹乱を受けている事が判明した。その残存部分と調査区内における他の竪

穴住居例を比べた結果、直径5mの円形をした4本主柱穴の住居をする事ができた。床面の中央部は

浅く凹んでいる。その平面形は北東ー南西方向を軸とする小判型と推定される。壁面は風倒木によっ

て不明なところもあるが、床面から直立気味に立ち上がると考えられる。床面からはフレイク ・ チッ

プの集中が住居北側の床面、壁際に2か所あった（図N-5 -14)。なお遺構の掘り込み面は皿層の

中位から上位にかけてである。
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覆土中部（図 N- 5 -14) については 11 群 b 類土器 (1) がまとまっていた。住居埋没後に廃棄さ

れたものであり推定される。住居はそれ以前の時期である。住居の周囲に掘り上げ土は確認できなか

った。覆土 11、 23、 24層といった覆土は掘り上げ土主体の土が上屋構造を覆っておりそれが流入した

可能性がある。主柱穴と推定できる、 HP- 1 、 2は浅い凹みの外側を取り囲むようにある。 2本の

間隔は2.4mである。 HP-2の覆土 2層は覆土の状況から掘りかたと判断した。壁際の床面は途切

れ途切れに深さ 5cm程度の溝がめぐっていると思われ、 HP-6はその溝が幅広になっているか所と

判断した。溝中には砂岩製の砥石があったが、 劣化が著しく取り上げできなかった。他に、 小柱穴

(HP- 3 、 4 、 5 、 7) とロ ー ム質土がつまった HP-8 がある。いずれも性格は不明である。

遺物：出土した土器はいずれも 11 群 b 類で、 いずれも円筒下層c式またはその直前である。残存径よ

り 1 aの下に 1 b がくると考える。 1 b は底面が残る破片。上げ底風で横に張り出し気味の底部形態

を持つ。器壁は薄く、 RL 縄による単軸絡条体第 1類によって地文を施す。内面は磨き調整で、 すす

がよく付着。底面部は残存部分から上げ底風と想定。器壁は薄く、 胎土には繊維と海綿骨針が目立つ。

2は両面調整石器。珪質頁岩製。破損している。裏面は摂理に沿い剥がれており、 そこに粗い調整

が僅かに施される。表面右側の側縁に粗雑な調整が加えられ、 内湾する。 3 、 4 はスクレイパ ー 。珪

質頁岩製。 3 は破損している。腹面の両側縁から先の尖る刃部が形成されている。 4 は腹面右側縁が

刃部となる。原石面が残る。左側縁には細かな調整が加えられるが素材剥片の整形のためのものと考

えられる。 5 は磨製石斧。緑色泥岩製。破損品で基部のみのもの。基部上端にたたき痕があり、 たた

き石として転用したものと考えられる。 6 はたたき石。流紋岩製。亜円礫の両端を使用している。 7

はくぼみ石。安山岩製。偏平な礫の両面がくぼむ。 8 は石鋸。安山岩製。 9 は台石。安山岩製。円柱

状の棒状礫に擦痕とたたき痕がある。

時期：周囲の遺物出土状況から縄文時代前期後葉円筒下層c式期あるいは、 その匝前と考える。

（大泰司 統）

H-4 （図 w-5-15／図版 10 ／表w- 1 ～ 2、 4 )

位置：A- 9-b · c 、 A-10-a · d

規模：2.92X 1.90/2.74 X 1.56/ 0.24m 長軸方向：N-69
°

-E

特徴：平面が不整の楕円形ないし隈丸の長方形を呈する小型の竪穴である。長軸の方向は西南西 ー 東

北東で西南西側の平面形がやや突出気味である（平面の破線部は調査時に掘り過ぎた部分）。大型遺

構の狭間の空間に位置し、 近接して FC- 1、 付近に大型の竪穴住居 H-6と形態の良く似た H-

7 · 8などが位置している。確認面は 11 層中位である。なお、 規模や床面の状況的にはやや無理があ

るものの、 本遺構は調査報告上の都合からあえて住居として扱かうこととした。

V層のロ ー ム質土に造られた床面はほぼ平坦で、 炉跡や柱穴は検出されなかった。床面から壁へは

緩やかに広がりながら立ち上がっている。覆土は上位から 7つの層に分けられるが、 1 · 2層は基本

土層の 11 層と皿層とに相当する。覆土 3 層は埋没中の竪穴中央に堆積した流れ込みの腐植土主体の黒

色土である。覆土 4 層も似たような色調と質の黒褐色土であるが、 堀上られたと考えられるロ ー ム質

土をより多く含み堅く締まっている。後述するが、 下位の覆土 5 層や床面からは上屋構築物に使用し

たと考えられる炭化した構造材なども見つかっていることから、 覆土4層はこの上屋を覆っていた土

の一部か人為的に投げ込まれた可能性がある。覆土 6 · 7 層もこの覆土 4 層下位に位置する焼土含み

の土層で、 覆土 5~7層は上屋の焼失と関る可能性が高いと考えられる。確認面と覆土の状況から本

竪穴の堀込面は皿層中の中位かそれよりも上位と考えられる。

遺物は覆土1~4 層と床面から出土している。覆土1 · 2層の遺物は前述の如く基本土層中の遺物
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と同等である。覆土3層中からはフレイク、台石片、礫など出土する遺物が比較的多いものの基本的
な性格としては流れ込みもしくは廃棄と考えられる。覆土4層のものはその覆土の性格から見て竪穴
の掘り上げもしくは上屋を覆うなどいずれかの時点で混入したと思われる。床面の遺物は乏しく、頁
岩製のスクレイパ ーとフレイク、それと黒曜石のフレイクが少最見つかっているにすぎない。頁岩製

の遺物はこの竪穴で主体的に使用されたものと考えられる。図示したスクレイパ ーは床面の中央付近
に遺棄されていたもの、その他のフレイクは比較的壁よりの位置から見つかっており、サイズから見
て石屑の類と考えられる。黒曜石のフレイクに関しては、覆土6 · 7 層から床面にかけて同質のもの
が出土しており、重複する FC-1 から流れ込んだものが床面付近にまで達したものと考えられる。
これらの黒曜石は原産地分析より豊泉産であると判定された (VI 章 1 節参照）。

覆土 5 層や床面付近から出土した炭化材には、上屋構築物の壁の構造を保ったまま掘り出されたも
のもある（縮尺1/20 の微細図）。太さが 3 ~ 5cmの枝状の炭化材を縦 (20----30cmの間隔）、横（約20

cmの間隔） に置いて交差させた骨組みと、葦や笹科の様に管状の茎を持つ植物を縦方向に密に並べて

葺いたものとを組み合わせた様な構造が観察されている。上屋構築物の一部とするには極めて脆弱で

簡略な造りと言えるが、この竪穴の規模から考えて全体的な構造を反映している可能性は高いと思わ
れる。

この様な一見脆弱な構造物が形状を保ったまま炭化するには条件が難しく若干の検討が必要であ
る。覆土 4 層から床面にかけて多数の炭化材が出土していることから、この竪穴に伴う上屋の構造物
が焼けて失われたことは確実であるが、このように脆弱で単純な構造の上屋が焼失した場合、全てが
完全に焼失してしまう可能性が極めて高い。本遺構の床面の様に脆弱な構造物が形状を保ったまま炭
化する条件として最も可能性のあるものは、酸素の少ない環境でゆっくりと燃焼する条件が必要と考

えられるが、今回の場合すぐ上に堆積する覆土4 層が不完全燃焼の条件を作り出したと考えられる。
この「焼失」と言う現象は共通の特徴を持つH-7 · 8 でも認められるもので、後述する理由によ

りこれらの焼失は意図的に行われた可能性が高い。また、覆土 4 層自体が覆土 3 層と比較して堀上土
と考えられるロ ー ム質土を多く含みより堅く締まっていることなどから見て、消火を目的に覆土4層
に相当する土で人為的に埋められたか、上屋の一部を覆っていた土が焼失により自然に崩落しその下
敷きになったまま燃焼が進んだ場合などが考えられる。後者の場合、脆弱な構造ゆえ土で全てを覆う
ようなものでは無く、地面と接する壁の付近だけを覆う様な構造であったことは想像に難くない。
この構築物に使われた炭化材の樹種を同定したところ、骨格とした枝材部分の試料8点のうち5点が

モクレン属、1 点が広葉樹散孔材、その他 2点が不明（樹皮） と判定された。また、縦に葺かれた細
い管状の茎を持つ植物の試料1点も不明（樹皮） と判定されている。骨格とした枝の大半がモクレン
属と同定された結果については、同定した三野氏によると過去に類例は見られない (VI 章 2 節）。ま
た、このモクレン属と同定された炭化資料に対してAMSによる年代測定を行った結果、Beta-

13835 8は測定値でBP4,720 士40yの年代が得られている（補正年代、暦年代は「VI 章 4 節」参照）。
周辺遺構との関係については、覆土6 · 7 層と床面から出土した黒曜石のフレイクは FC-1 から

流れ込んだ様相で出土していることから、 FC-1 と H-4 とは時期的に近いものと考えられる。覆
土6 · 7 層のものは、覆土の性格から見て上屋を覆っていた土の上に存在していた FC-1 が焼失時

の崩落に伴って遺構内に入り込んだと考えられる。また、周辺包含層の遺物出土状況から見て FC-

1自体が、 H-4の出入口部から内部に向かって廃棄された可能性も考えられる。
H-6 との距離は約3.5m、両者の上屋の構造を踏まえると 3mを切る位置に存在した可能性もあ

る。これらの新旧をとらえる明確な証拠はなものの、同時期と仮定したならばH-4の焼失で被害を
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1 黒褐色土(Hutl, 5YR3/1) 8-T出を含む火山灰土乾燥すると白っぽくなる
2 黒色土(Hutl. 5YR1. l/1) m屈に相当する虞祖土日
3 黒褐色土(Hut1. 5YR2/2)区樋土層(m阻相当）に微豆のローム粒が混じる

しまりが少しあり粘性は少ない
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固くしまり粘性は少ない 炭化物を含む 住居をaっていた土の崩沼か
5 黒色土(Hut7. 5YR1. 7/1)炭化材に虞紐土が混じる
6 暗褐色土(Hu15YR3/4)腐祖土に少量の燐土粒が混じる しまりがあり．粘性は少ない

贔頃石のフレイクを少量含む
7 赤褐色土(Hue 2. 5YR4/6)焼土

巨m
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図N-5-15 H-4と遥物

被る可能性もあったろう。 後述する様に「焼失」は意図的に行われていた可能性が高く、 両者の距離

感と空間的な位置関係から見た場合、どちらかが一方の位置を意識していた様にも思われることから、

ここでは H-4 とH- 6 の両者が同時に存在していた可能性はやや低いかもれない。

H-7 · 8 は、 本遺構と共通の特徴を有し比較的近い位置関係にあることから、 これらば性格を共

有する一群の遺構と考えられる。 共通の特徴としては、 形態と規模が良く似ていること、 床面に炉跡

や柱穴などが見られず遺物も少ないこと、 これらがいずれも「焼失」しており、 残存する炭化材から

建物の構造なども似ていたと推定されることなどが上げられる。 これらの新旧を求める資料は出土し
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ていないが、 配置と長軸の方向に見た目上の規則性を見いだすことが難しく、 各遺構で使われた建材

の樹種にばらつきがあることから、 ここではある程度の時間の幅を以て別々の時期に造られたと考え

たい。

焼失に関しても、 例えこの 3 遺構が同時期に存在していたとしても、 被覆土式の小規模な上屋構造

なため火の規模も小さく比較的消火しやすかったと思われることから、 H-4 · 7 · 8 が一遍に失火

で焼失したとは考え難い。何らかの目的で意図的に焼失させた可能性が高いことから、 役目を果たし

た段階でそのつど焼かれたものとしておきたい。その観点から見て、 上屋の作りが脆弱で簡略的なの

も事後の焼却を前提とした短期間の使用を目的としたなら矛盾はしていない。

遺構の性格は、 比較的規模が小さく、 床面にば炉跡が見られない。伴う遺物も乏しく唯一のスクレ

イパーは刃部の庶滅が著し＜良く使い込まれていたことが伺えることから、 ある限定された目的と期

間のために使われた少人数用の作業小屋の様なものと考えたい。使用後に焼失させられる理由は、 目

的の性質に関る禁厭などのような所謂「宗教」や「呪術」の様なもではないだろうか。また、 建材に

モクレン属の樹種が多く使われていことも、 季節および環境などに関るか以外に構築物の目的に関る

偏重（例えば宗教的な） の可能性なども上げられるかもしれない。

遥物 lはスクレイパー。珪質頁岩製。腹面の右側縁に刃部を形成する。左側縁の上部にも細かな調

整があるが素材の整形と考えられる。

時期：時期を示す遺物は出土していないが、 炭化材に対するAMSの年代測定ではBeta-138358から

測定値BP4.720土40yの年代が得られている（補正年代、 暦年代は「VI 章 4 節」参照）。また、 各遺構

の空間的な位置関係から、 付近の遺構と同じ縄文時代前期後半と考えられる。 （皆川洋一）

H-5 （図N-11／図版17、 18、 27、 28／表w- 1 ～ 4 )

位置：A-15- b 、 B-14- c · d 、 B-15- c 、 C-15- a

規模：4.21 X (3.53) /3.81 X (3.25) /0.40m 長軸方向 N-18
°

― E

特徴：調査区南東側に位置する。遺跡の立地する台地の縁辺に作られている。不整形なII層土の堆

積と暗褐色の落ち込みを確認した。遺構であることを想定し周辺の精査と、 平面形確認のための掘り

下げを行った。次に土層確認のための土手を設定しそれに沿ってトレンチ調査を行った。調査の結果、

明瞭な壁の立上りと床を確認し住居跡と認定した。プランは楕円に近い円形であるが竪穴住居の東側

が調査区外の崖下となっており、 一部崩落し、 残存状況は悪い。

確認面から床までの深さは40cm弱である。住居跡の周辺にはわずかに掘りあげ土らしきロ ー ム粒が

点在するが、 明瞭なものではない。覆土は地形の傾斜に沿って流入している様な状況である。調査区

内で他の台地上の遺構覆土と比較し流動的だったと考えられる。掘り込み面は1II層の中位から上位に

かけてである。床面は山側と海側では10cm程度の高低差があり傾斜している。この床面の傾斜は、 住

居の立地する台地の際に、 海側にずり落ちるように数本地割れの痕跡があり、 それが原因である。他

の住居跡より掘り込みは浅い。柱穴は住居のやや長軸上に 2 ケ所あり、 双方とも深さ40cm前後である。

これに相対し、 短軸上にも2か所あるとを想定し床面の掘り下げと精査を行ったが無かった。この

他に小ピットが10ケ所検出されている。土器片 ( 5 ) の詰まった小ピット HP- 4 、 その他性格不明

のもの 9 ヶ所である。床面の遺物は土器 4 、 10と石器14、 フレイクが点在して出土している。

遥物：出土した土器はいずれもII群b類で、 いずれも円筒下層c式またはその直前直後である。 1、

3 、 4 、 6 は胴部破片。上半部には RL 原体を施し、 下半部には単軸絡条体第 1 類により斜方向に地

文を施す。器壁は比較的薄く、 内面は摩耗する。胎土には海綿骨針と繊維が目立つ。穿孔部分は補修
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7 Iこぶい贄褐色土(H•e10YR4/3)ローム只土と黒色土が1ll状に混じる ややしまる
8 褐色土(Hu●10YR(/4)ローム費土のブロック状に埴積する
9 暗褐色土(Hu110YR3/4)ローム費土と黒色土が磁状に湿じる ややしまる
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9 暗褐色土(Hui1 O!R3/3) 

累色土にローム賃土が少豆混じる しまりなし 冒二三三エニ二
H-5 A-Bセクション土閲
1 囲褐色土(Hu110YR_3/3)瓢色土とローム質土の坦合 ややしまりあり

H-5のC-D土層にみられる1 、 6 、 7屈の土が混在
2 にぶい質褐色土(Hue10YRヽ／3)ローム買土に黒色土が這じる しまりあり
3 凪褐色土(Hue10YR3/2)黒色土I
4 暗褐色土（

：ローム貫土が僅かに斑状に氾じる しまりあり
Hue 1 OYRJ/3)瓜色土I

5 凩色土（
：ローム費土が少fit混じる ややしまりあり

Hu●10YR2/1)鳳色土を主体とする ローム質土のブロック状が微豆這じる しまりあり
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孔と考える。 3 はしまりがよく焼成も良好。表面は摩耗して明瞭ではないが節のたつL撚りの縄を地

文とする。胎土には海綿骨針を少最含み、繊維が目立つ。内面は磨き調整。 4 は器壁が薄く、長石の

小粒と繊維が目立つ。内外面ともに摩耗が著しい。内面は磨き調整。外面はRL縄の斜行縄文または

多軸絡条体のどちらかが施文されている可能性がある。 6 は直前段反撚り戻しRRL縄が地文。器壁

は厚めで、胎土には繊維と海綿骨針が目立つ。内面は縦方向に丁寧な磨き。器表面には、半裁竹管で

垂直に沈線を施す。 2本の平行沈線が走る。うち 1本は博い。 2 は口縁部破片。LR縄線で菱形基調

の文様を施す。器壁は比較的厚い。口唇近くで屈曲するように開く口縁部形態。胎土には繊維を含む。

内面は横方向に丹念な磨き調整。器壁の厚さおよび磨き調整のありかた、そして口縁部形態から下層

d 式の可能性も考えたが、 H- l ， 掲載番号1 の様な大型器形を想定し直した。 5 、 7 -11は底部

破片である。上げ底風の底部を持つ。胎土には繊維および少最の海綿骨針を含む。単軸絡条体l類を

縦方向に施文。内面にはすすが多く付着。 7 は床面からの出土。胎土には小砂粒、海綿骨針、繊維が

目立つ。残存部分の屈曲具合から判断すると上げ底風と想定。 8 、 9 、11は上げ底風の底部。胎土に

は繊維および少祉の海綿骨針を含む。単軸絡条体l類により縦方向に地文を施す。内面にはすすが多

く付着。 9 は胎土に繊維および少罷の海綿骨針を含む。内面にはすすが多く付着。10の胎土には繊維

および小石粒を含む。底面には複節LRL原体を施す。内面は粗いなで調整である。床面出土追物で

ある。11は底の径が8 cm前後であり、小形器形が想定できる。内面には磨き調整を施す。器の外面に

はRL縄を施文後、底部付近は横方向に指頭によってこする。器壁および底部は薄い。底面はなで調

整によって無文。

12は石鏃。珪質頁岩製。木の葉形のもの。調整は非常に粗く、両側縁はややいびつである。13はつ

まみ付きナイフ。珪質頁岩製。破損している。つまみ部は腹、背面から調整し作り出している。腹面

の左側縁を刃部とする。14、15はスクレイパー。珪質頁岩製。ともに破損品。14は腹面片面加工のも

の。両側縁を刃部とする。15は腹面の右側縁を刃部とする。背面左側縁からも調整痕とみられるもの

がある。16は石核。珪質頁岩。打面転移が少なくとも 3 回行われているもので、それに伴う打面調整

痕が方向を異にし 3 か所ある。17は磨製石斧。緑色泥岩製。破損している。18はたたき石。泥岩製。

亜円礫の一端をたたいている。19はくぽみ石。安山岩製。表面風化が著しい。20は北海道式石冠。多

孔質の安山岩製。比較的小型のもので把握部が焼成を受け赤褐色化する。21は偏平打製石器。安山岩

製。石鋸を打ち欠いて半円状にしている。幅の細い擦り面を有する。23は砥石。凝灰岩製。破損して

いる。24は台石。安山岩製。

時期：床面から出土しているII群b類土器から、縄文時代前期後莱円筒下層c式またはその直前と考

える。 （袖岡淳子）

H-6 （図N- 5-19....... 21／図版12、29、30／表W- 1 ～4) 

位置：Z0-8-b · c、 Z0-9-a · b、 Y0-8- b · c、 Y0-9-b

規模：3.90 X 4.04/3.34 X 3.36/ 0.40 m 長軸方向：N-47
°

-W

特徴：表土除去を行ったところ、基本土層II層がひょうたん形に落ち込みんでいる様を確認した。逍

跡の立地する段丘の平坦面上で、緩斜面のきわに位置する。入り込みの状態から、 2 基の遺構を想定

し、長軸方向に、サブトレンチをいれた。すると風倒木と、直径約4mの円形プラン、明瞭な床面と

壁面を持つ遺構が並んでいた。規模から住居跡と判断した。風倒木は遺構の南西隣に位置するが、 皿

層以下の遺構壁面を壊してはなかった。さらに直交するようなサプトレンチをいれたところ、遺構の

中央に木根跡を検出した。腐植土層の8 層は木の根の形そのままに入り込んでいた。さらにロ ー ム質
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H-6土隕
9 鼠色土{Hue5T2/1)mJrJ起翠 微妙にしまる 7屈との墳界で微妙1::

ローム粒子があがる
2 質褐色土(Hut10YR5/9) 9厨とローム買土がまばらに混じる
3 咆紅{H9910rR3／ヽ）W/!11::悶似する色日である 呻＋ローム費土

微 にしまる 粒径0. 5口のローム粒子がよく混じる
4 明費褐色土(Huヽ10YRヽ／8）ロームブロック 粘貧を苔びる
5 躇褐色土(Hui10lR3/C) NJIII：：悶似する色日である 磁妙にしまる

住且を覆っていたiiJ熊性がある
6 悶質褐色土{Hut1OYRS/1) 2閉に似るがmの割合が多い粒径o. 511の

ローム粒子がよく氾じる 住目を置っていた可鯰性がある
7 明贄褐色土(Hut10TR6/a)ロームブロック よくしまる粘費を帯びる

祖妙1こ鳳色土が辺じる
8 黒色土(Hu,SYR1, 1/1)粒径0. 5“のローム粒子がわずかに混じる かたくしまる
9 躇褐色土(Hut10YR3/ヽ)Nl!llこ悶似する 微妙1こしまる

HP-1 HP-2 HP-3 HP-4 
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10 Iii費褐色土(Hu●1OYRS/1) 2層に似るがm屠が磁状によく混じる
住居を覆っていた可箆性がある

11 にぷい貧褐色土(Hg910YRヽ／3）粒径3匹遭色土が既状に坦じる やや29が逗じる
よくしまる 住屈を口っていた可隣性がある

12 Iこぶい黄褐色土(HuifOYR4/l)11Jlfによく似る よくしまる 住屈を覆っていた可能性がある
13 明黄褐色土(Hue10YR6/a)ロームブロック 住屈を覆っていた可能性がある
＂ 褐色土伽110YR4/4)粒径311のローム粒が斑状に入り込む より固くしまる

住屈を覆っていた可能性がある
15 褐色土(H••10YRヽIヽ）1ヽに似るが粒径3CIのローム粒がわずかに這じる 微妙にしまる

住因を覆っていた可鯰性がある
16 明貸褐色土(H●●10YR6/I)粒径311のローム粒がわずかに氾じる

HP-6 

L40 

-A HP-7旦匹

H-6 付虞遺慣土m
1 凪色土(Hu•2,5Y2/1Im贋を主体とする
2 黒色土(Hue1 OYR2/1)粒径o:511のローム粒子が湿じる
3 にぷい費褐色土{Hue1 OYR4/3)土墟の璧面についてよくしまる
4 黄褐色土(H●●lOYRS/1)ややしまる
5 黒色土(Hu110YR2/1}2JiJI：：似るが粒径311のローム粒子と黒色土斑がまばら1：：氾じる
6 団褐色土(H●ヽIOYRJ/3)しまりなし 粒径0, 511のローム粒子がわずかに混じる
7 明赤褐色土(HuI2,5Y5/61かたくしまる ごくまばらに炭が追じる
8 明貧褐色土(Hue1 OYR6/0粒径3cmの斑状に瓜色土が入り込む

図N-5-19 H-6 
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H-6 覆土上部掲載遺物出土状況

フレイク ・ チッブ(FC)集中出土状況
こ H-6 田土下部遺物出土状況
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の覆土 7 、11、 12、 13は固くしまっているのは木根の圧力のためだろうか。 覆土 1 の上部には頁岩の

フレイク ・チップが 2 か所に集中しており、 図 N- 5 -20の覆土上部に示した。 1 か所にはフレイク

118点、チップ3310点、 もうーか所にはフレイク80点、チップ794点を検出した。 集中間に接合関係は

みられなかったが、 同一原石と思われるものはあった。 より下の覆土出土の剥片および剥片石器との

接合関係はなく、 類似した石質の頁岩も視覚的にはなかった。住居がある程度埋没した後の廃棄か作

業痕跡を推定する。土器については、覆土上部について接合関係が見られた。壁面を検出したところ、

壁の立上り際の部分に遺物が並んでいた。 床面直上遺物と言える状態だが、 厳密には遺物と床面の間

に、薄い黒色土とロ ー ム質土の混じり層を間に挟む。北東側の壁面には同様な遺物の分布はなかった。

これらのフレイクは床面上において、離れたもの同士でも接合した。16の両面調整の尖頭器と剥片と

の接合関係を確認した。 刃部そのものの剥離ではなく、 刃部を形作る稜線を形成する剥離か所との接

合であった。 その刃部には潰れた痕跡がなかく、 石核的な性質を思わせる接合であった。 この層位で

土器の出土はなかった。 床面の中央は小判型に浅く凹む。 その南東端にHP-6 、 7 を検出した。 H

P-7 の城底面ば焼けて固くしまり、 若干の炭化物も検出した。 そこで炉であると判断した。 またH

P-6 は底部にロ ー ム質の覆土が詰まり、 上部にもろい黒色土が堆積している。柱穴の掘りかたとい

う可能性がある。 HP- 1 --- 4 は主柱穴と考える。 正方形に近い配列である。 一辺は約1.8mである。

壁面はよくしまり、 検出面での平面プランは丸みをおびた方形である。 壁面は床面から開き気味に立

ち上がる。掘り込み面はm層の中位から上位にかけてである。掘り上げ土は周囲に確認できなかった。

覆土 6 、 11、 12、 15層はロ ー ム質土が混じり、 壁面の崩落ではない。住居の上屋を被覆していた土の

可能性がある。 遺構内の床面で特にしまった場所はないが、 遺物の分布からみて北東側に入り口を想

定する。

遥物：土器はいずれも 1I 群 b 類、 いずれも円筒下層c式またはその直前直後のものである。 1 ~5 は

口縁部破片。 1 ~3 は口縁部文様帯にLR縄線によって菱形を基調としたモチー フを描く。 1 は緩や

かな波状口縁の波頂部付近の破片、 縦方向の縄線圧痕を波頂部から垂下する。口縁端部を丹念に整形

される。 内面調整は屈曲部より上の口唇部付近で横方向の磨き調整が施される。 屈曲部より下部で縦

方向の磨き調整を施す。 器壁は比較的厚く、 混和材には繊維が目立つ。 器壁の厚さおよび丁寧な磨き

調整が施される。 口縁部形態から下層 d 2 式の可能性もあったが、 H- 1, 1 の様な大型器形を想定

し直した。 2 、 3 は屈曲部より上の内面で口唇部付近で横方向の磨き調整である。器壁は比較的原く、

胎土には繊維が目立つ。 2 は表面が摩耗する。わずかに残った器表面からRL縄線による施文を想定。

3は口縁部文様帯にLR縄線によって菱形もしくは鋸歯状を基調としたモチ ー フが描かれる推定す

る。口縁端部は丹念に整形されている。内面調整は、屈曲部より上の口唇部付近で横方向の磨き調整。

被熱し、 橙色味が強い。 4 は器の表面には炭化物が厚く付着し、 地文等は不明瞭。 内面調整は口縁部

付近で横方向、 胴上部で縦方向の磨き調整である。胎土には繊維が目立つ。 残存する表面からL 縄に

よる 4 本組の縄線によって口縁部文様帯を区画し、 右方向に押し引く連続刺突をそれに沿わせる。 ロ

縁部文様帯には 4 本組の縄線による菱形基調の文様を描く。 5 はRL 原体によって地文を施す。 口縁

部の屈曲部分には横方向にRL 縄線を施す。 内面調整については磨き調整を施す。混和材に繊維と海

綿骨針が目立つ。 6 、 7 、 9 は胴部破片である。 6 は内面に磨き調整。 表面は磨滅が著しく地文は不

明。 縁辺を打ち欠いて四角形に成型。 表面中央の剥落は穿孔を連想。 7 は胴部上半部分で、 直前段反

撚り縄を地文。地文施文後、小型の竹管による押し引き気味の円形連続刺突によって区画文様を描く。

水平方向に 2 列また縦方向に一列確認。水平方向の刺突列に沿ってL 縄線によるふちどり。 内面には

横方向の磨き調整。胎土には小砂粒と繊維を含む。 9 は横方向に薄い隆帯を貼付。 絡条体圧痕を隆帯
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と口縁部文様帯に押圧。 口縁部文様帯部分には地文を施文せず、 残存部からは鋸歯状または菱形基調

の文様が圧痕により施していたと想定。 地文はRL原体の単軸絡条体第1類によって斜方向に施文。

残存部から小型の器形と考える。胎土には繊維が目立ち、 微量だが海綿骨針も含む。摩耗が著しく、

不明瞭だが内面は磨き調整。 8は底部破片。 上げ底風の底部形態。 RL縄の単軸絡条体第1類を縦方

向に施文。胎土には繊維と海綿骨針が目立つ。 底面はなで調整で、 無文である。 内面には磨き調整。

10はスクレイパ ー 。珪質頁岩製。 やや厚手の縦長剥片の腹面に粗雑な二次加工を施し、 両側縁を刃

部とする。下端は石錐と複合しており、刺突部は背面からも調整が施される。11 はつまみ付きナイフ。

縦長剥片の腹面両側縁に急斜度の調整を加え刃部とする。 石錐と複合しており、 刺突部は腹、 背面両

方から調整が施されている。 12、 13、 14はスクレイパ ー 。珪質頁岩製。 12、 13は剥片の腹面右側縁を

刃部とする。 12の覆面には摂理から剥落した跡がある。 13は形の整った石刀状の縦長剥片を素材とす

る。 14は腹面左側縁を刃部とする。 15、 17は石核。珪質頁岩。 16は両面調整石器。 粗雑な二次加工が

施される。 18、 20はたたき石。安山岩製。 1 8は棒状礫の両端にたたき痕のあるもの。 アミで示した部

分は擦り面を有する。 20は上端を欠損する。 19はくぽみ石。安山岩製。表、裏面ともにくぼんでいる。

21は北海道式石冠の破損品。安山岩製。 擦り面からの打ち欠き痕がある。 22は砥石。 凝灰岩製。表、

裏面に炭化物状の付着物がある。 23は石鋸。 三角形の偏平礫の 2 辺に刃部がある。 そのうち 1 辺には

打ち欠きがあり、 刃部の調整と考えられる。

時期：周囲の遺物出土状況から縄文時代前期後葉円筒下層 c 式あるいは直前直後の近い時期と考える

（大泰司）

H-7 （図IV- 5 -22／ 図版13、 15、 30／表IV- 1 ～ 2 、 4)

位置： B-9-a ～ d

規模：2.50 X 1.80/2.30 X l.60/0.26m 長軸方向： N-63
°
― W

特徴：平面が不整の楕円形ないし隈丸の長方形を呈する小型の竪穴である。 長軸の方向は西北西 ー 東

南東で大型遺構の狭間の空間に位置し、 付近には本遺構よりも大型の竪穴住居H-1 と形態の良く似

たH-4 · 8 が位置している。確認面は皿中位～ 1V上面である。 なお、 規模や床面の状況的にはやや

無理があるものの、 本遺構は調査報告上の都合からあえて住居として扱かうこととした。 V層ロ ー ム

質土に造られた床面はほぼ平坦で、 炉跡や柱穴は検出されなかった。 床から壁へは緩やかに広がりな

がら立ち上がっており、 本来的な深度も皿層の厚さから見て40cmを越えないと推定される。 覆土は上

位から 4 つの層に分けられるが、 覆土 1 層は基本土層の皿層に相当し、 覆土 2 層は埋没中の竪穴中央

に堆積した流れ込みの腐植土主体の黒色土である。 覆土3 · 4層も似たような色調と質の黒褐色土で

あるが、 掘り上げ土と考えられるロ ー ム質土をより多く含み多数の炭化材も出土している。 層中の炭

化材は上屋構造物に使用したと考えられるもので、 覆土3 · 4層は上屋を覆っていた土の一部か人為

的に投げ入れられた可能性がある。 本竪穴の掘り込み面は、確認面と覆土の状態から皿層中位かそれ

よりも上位と考えられる。

遺物は覆土 1 · 2 · 4層から出土しているが基本的には少ない。覆土 1 層は皿層中の遺物と同等で、

図示したつまみ付ナイフと石槍片が遺構に伴う可能性は低い。 覆土 2 層中からは図示した石鏃やフレ

イクなども出土しているが基本的な性格としては流れ込みと考えられる。 覆土 4層の礫片はその覆土

の性格から混入したと思われる。

覆土3 · 4層から見つかった炭化材は、 図化の可能な部分が少なかったものの細かい炭化材片は無

数に含まれており、 これらはH- 4 · 8 と同様に上屋の焼失時に生じたものであろう。 形状を保って

いたのは、 やはり構築物の建材の一部と見られるもので太さが5- 7cmの枝材が交差気味に集まった
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桁部分と考えられる。恐らく本遺構の上屋も、 H-4 · 8 と同様の構造であったと推定される。 この

炭化材 1 点に対して樹種同定を実施したところ、 不明（樹皮） と判定された (VI 章 2 節）。 同じ資料

に対してAMSによる年代測定を依頼した結果、 Beta-138359は、 測定値でBP4,700 土50yの年代が得

られた（補正年代、暦年代は「VI 章4節」参照）。

周辺遺構との関係については、 比較的近くに位置するH- 1 との距離が約 4m、 上屋の構造を踏ま

えると両者は 3 m程の位置に存在した可能性もある。 これらの新旧をとらえる証拠はないが、 同時期

ならばH-4の焼失で被害を被る可能性もあったろう。 H-4でも述べたが焼失は意図的な可能性が

高く、 両者の距離感と空間的な位置関係から見た場合、 どちらかが一方の位置を意識していた様に思

われることから、 H-7 とH- 1 の両者が同時に存在していた可能性は低いかもしれない。

本遺構とH-4 · 8 は、 共通の特徴を有し比較的近い位置関係にあることから、 これらは性格を共

有する一群の遺構と考えられる。 これらの新旧を求める遺物は出土していないが配置と長軸の方向に

見た目上の規則性を見いだすことが難しく、各遺構で使われた建材の樹種にばらつきがあることから、

ここではある程度の時間の幅を以て造られたものと考えられる。 また、 H-4で詳細を述べたが意図

的な焼失が行われたと考えられ、 役目を果たした段階でそのつど焼かれたものとしておきたい。 上屋

の作りが脆弱で簡略的なのも事後の焼却を前提に短期間の使用を目的としたなら矛盾はしていない。

遺構の性格は、 比較的規模が小さく、 床面には炉跡が見られない。伴う遺物も乏しいことなどから、

ある限定された目的と期間のために使われた少人数用の作業小屋の様なものと考えたい。 使用後に焼

失させられる理由は、 目的の性質に関る禁厭などのような所謂「宗教」や「呪術」の様なものかも知

れない。

造物： 1は石鏃。 珪質頁岩製。 円基のもの。 二次加工は粗く、 素材の形状を残す。表面の右側縁上部

が内湾する。 2 はつまみ付ナイフ。珪質頁岩製。やや厚手の縦長剥片を用い、 刃部が片面加工のもの。

つまみ部は腹面、 背面両方から調整を施し作り出している。 3 は両面加工石器。 珪質頁岩製。 粗雑な

二次加工に加え、 両側縁に雑な刃部の様なものがある。

時期：時期を示す遺物は出土していないが、 覆土 3 · 4層で出土した図の炭化材に対するAMSの年

代測定では、 Beta-138359から測定値でBP4,700土50yの年代が得られた（補正年代、暦年代は「VI 章

4節」参照）。 また、 各遺構の空間的な位置関係からは、 付近の遺構と同じ縄文時代前期後半と考え

られる。

H-8 （図N-5 -22／図版 14、 15／表W- l 、 2)

位置：A-10-b · c 、 B-10-a · d 

規模：2.36X 1.68/2.00X l.84/0.28m 長軸方向：N-30
°

-W

（皆川）

特徴：大型遺構の狭間の空間に位置し平面が不整の楕円形ないし隈丸の長方形を呈する小型の竪穴で

ある。長軸の方向は北北西 ー南南東で周辺には形態の良く似た H- 4 • 7 が位置している。確認面は、

m層中位である。 なお、 規模や床面の状況的にはやや無理があるものの、 本遺構は調査報告上の都合

からあえて住居として扱かうこととした。 V層のロ ー ム質土に造られた床面はほぼ平坦であるが、 炉

跡や柱穴は検出されなかった。 床から壁へは緩やかに広がりながら立ち上がっており、 本来的な深度

も皿層の厚さから見て40cm以下と推定される。 覆土は上位から 3 つの層に分けられるが、 1 · 2 層は

m 層を主体とするもので埋没中の竪穴中央に堆積した流れ込みと考えられる。 覆土 3 層も似たような

色調と質の黒褐色土であるが、 堀上られたと考えられるロ ー ム質土をより多く含んで堅く締まってお

り、 炭化材などが見つかっていることから上屋を覆っていた土の一部あるいは人為的に投げ入れられ
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1 鳳色土（

粘性がややある
�'!.!!.: SJR2/1)腐檀土層 cm層祖当）に微量のローム粒が混じる かたくしまり、

2 鳳色土(H●,10YR1
砧性がある

, 1/11腐祖土層Cm層相当）を主体にしまりがあり、炭化材を多く含む
3 贔褐色土（

含み、固く
Hu11.5YR2/2)“櫨土層 cm層相当）に少量のローム粒が冦じる 炭fヒ材を多くしまっている

n
Yヒ ..よ

図N-5-22 H-7と遥物 H-8 
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た可能性がある。本竪穴の堀込面は確認面と覆土の状態から皿層の中位かそれよりも上位と考えられ

る。

遺物は覆土 1 層から出土しているが、 包含される覆土の性格と同じ流れ込みによると考えられる。

覆土3層の炭化材は上屋の構造物に使用したと考えられるもので、 上屋が焼失したために残存した

ものと考えられる。炭化材は平面形の長軸に配した桁の枝材とそれに立て掛けた骨組みの枝材と考え

られるもので構成されており、 やはりH- 4 ·7 同様の構造物であったと考えられる。大半が床面よ

りもやや上のレベルの覆土 2 層の下位から見つかっているため、 恐らく燃えやすい壁材が先に焼けた

ために覆っていた土などが崩れ落ち、 その後で比較的頑丈な梁などが崩壊したものと考えられる。梁

とした枝材の一部には、 太さが3--- 5cmの数本の枝材が撚り合わさった様に捻れて束ねられている部

分が見られ、 これが上に葺いたと思われる萱状の材料を固定する工夫か、 それとも細い枝材で意図し

た強度の建材を得るための知恵なのかは計りかねるが興味深い事例と思われる。この構築物に使われ

た4点の炭化材に対して樹種同定を実施している。 2点がクワ属、 1点がヤナギ属、 もう1点が広葉

樹環孔材と判定され、 これは H-4 のモクレン属の偏重ぶりとはやや異なる結果である (VI 章 2 節）。

いずれにしても H-8 の炭化材を調査した印象では H-4 ·7 と同じ脆弱で簡略な造りを特徴として

いると言えよう。

H-4 · 7 は、 本遺構と共通の特徴を有し比較的近い位置関係にあることから、 これらは性格を共

有する一群の遺構と考えられ、 同様に意図的な焼失が行われたと考えられる。これらの新旧を求める

遺物は出土していないが、 配置と長軸の方向に見た目上の規則性を見いだすことが難しく、 各遺構で

使われた建材の樹種にばらつきがあることから、 ここではある程度の時間の幅を以て造られ、 役目を

果たした段階でそのつど焼かれたものとしておきたい。その観点から見て、 上屋の作りが脆弱で簡略

的なのも事後の焼却を前提とした短期間の使用を目的としたなら矛盾はしていない。

遺構の性格は、 比較的規模が小さく、 床面には炉跡が見られない。伴う遺物も乏しいことから、 あ

る限定された目的と期間のために使われた少人数用の作業小屋の様なものと考えたい。使用後に焼失

させられる理由は、 目的の性質に関る禁厭などのような所謂「宗教」や「呪術」の様なものかもしれ

ない。

遥物：掲載遺物はない。

時期：時期を示す遺物は出土していないが、 各遺構の空間的な位置関係から見て、 付近の遺構と同じ

縄文時代前期後半に位置づけられよう。 （皆川）

H-9（図w- 5-24~31／図版16、 31~35／表w-l ～ 4 、 6)

位置： Y0-6-b 、 Y0- 5-b · c 、 Z0-6-a · b 、 A-6-a ·b 、 Z 0-5-a-d 

A-5-a · c · d 

規模：7.00 X 6.10/6.76 X 5.70/0.70m 長軸方向：N-64
°

-W 

特徴：表土除去後、 Z0~A- 5~6 グリッドにおいて、 樹木伐採時の重機が表土を道路として削平

していた事が明瞭となった。緩やかな南斜面をのぽりきった平坦面際に位置する。そこを精査したと

ころ、 黒色土の落ち込みが3か所かたまってあった。黒色土のプランの先後関係が判るようにサプト

レンチを3本交差するようにいれた。すると、 明瞭な壁面と床面を検出した。その規模から、 ひとつ

の住居と判断した。遺構は風倒木痕と切りあっており、 遺構の東端について、 床面と壁面が撹乱され

ていた。覆土の上部、 覆土 l 、 2 層について、 遺物の出土状況を図 w-5-25に示した。図中の遺物

出土点数が多い所について、 出土遺物の主体となるのはフレイク ・ チップである。遺構の南隣斜面に
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はFC-2がひろがっていた。 覆土上部南側のフレイクの出土量に、関連の可能性を考え、両遺構の

接合関係を調べたが、直接接合するものはなかった。 ただし石質をみるとかなり類似したものが複数

あった。 H- 9 の覆土上部の剥片は原石の形態が判るまで接合したものもある（図N- 5 -25、31)。

いずれもひとつの石について打ち欠く面を頻繁に変更している様子を示していた。 石核を除く剥片石

器と接合したものはなかった。 また接合図では下部の遺物と覆土上部東側の遺物がよく接合している

が、これは遺構東側の風倒木による撹乱が原因である。

サプトレンチからは多くの遺物が出土した。 サプトレンチから推定できるプランにもとづいて交差

するベルトを残し、包含層を掘り下げた。 覆土 7 層の下部を主とする面から、土器が複数個体 (1

4、 6 )、それぞれまとまって出土した。 またH- 1の 1の一部も出土した。 そのことから、H-9 

の廃絶後ある程度時間を経た、捨て場の遺物とH-1の土葺き崩落直後の遺物が接合したことで、

H-9 の方がH- 1より古いことを示していた。 また、図に示したように覆土7層の下部から焼土と

炭化材を検出した。焼土は焼土粒がまとまっており、厚みは 1 cm内外であった。明確な焼床を持たず、

焼土の廃棄という可能性がある。 炭化材についてはH- 4, 7の資料と同様に、AMSによるCl4の

年代測定をした。Beta-138360の測定値は 45 9 0土40年前と結果があった（詳細はW章4節）。

また覆土 3層、 5 層といったロ ー ム主体の土層と壁の間には 8層のような黒色土主体の土層がめぐ

っている。 平面プランは黒色土が黄色いロ ー ム層のまわりを巡っているためあたかも周溝のようにも

見えた。 これは住居の上屋構造に被せていた土が、崩落し、壁と崩落土の間隙に黒色土が流入したも

のと考えた。 土層の堆積状況から、屋根までは土がかぶさっておらず、半土葺の様相を呈していたと

考える。 ちなみに削平された面において掘りあげ土と判断できるものは、住居の周辺にはなかった。

そのまま壁の検出に移行したが、その過程において住居床面の中央部に微妙な凹みがある事が判明し

た。 いびつな円形をした凹みにはよくしまっている褐色土 20層が入り込んでいた。 20層からは礫の剥

片が目立って出土し、北側の壁面からはフレイクが集中して出土した。 壁際の床面には途切れ途切れ

に溝がめぐっており溝からは礫がまとまって出土した。 HP-15については、溝を楕円形のビットと

誤認したものである。 南西側の溝には比較的大型の礫および礫石器が出土した。 壁面は風倒木によっ

て不明なか所があるものの、床面からやや開き気味に立ち上がる。 北壁はP-6を切っている。 掘り

込み面は m 層の中位から上位にかけてである。

壁際の溝がない場所において、小柱穴様な黒色土入り込みを確認した。深さは 2- 3 cmほどであり、

位置については、平面図に実線でプランを示している。 床面中央は浅く凹んでおり、ところどころ不

規則により深い凹みがあった。砂が詰まった 小型のピットを 6基検出した。土層はおおよそ均質だが、

所々にロ ー ム粒や変色した同質の砂が入り込む。 またピットによっては、砂中になにかを、上から差

し込んだような痕跡が認められた。 住居北西側の床面からは白色の粘質土が 2か所貼り付いているの

が観察できた。 だが掘り込み等は観察出来なかった。 表面を削るとはずれてしまった。 厚さは 0.5 cm

程度であった。 位置については、平面図に、 1点破線で示した。

主柱穴が 6 本の（実情は 7 本だが、配列としては 6 本） 住居を想定した。 柱穴痕の覆土について堆

積状況から新旧2時期が想定できる。ロ ー ム質土が詰まった〔HP- 2、 8と(18)、10、11、12、21〕

から、黒味がかった腐植土の詰まった〔HP-2、7、 9 、17と( 4 )、19、22〕への変遷が想定でき

る。 柱穴と柱穴の間隔は一定ではないが、おおよそ 2m前後である。 HP-2およびHP-4につい

ては 2時期にまたがる可能性が高い。 HP-21と 22は深さ 32cmと浅い。 HP- 8、10-12は 48-60 cm

HP-7 -19は 60-65.6cm、HP-2は 64cmと新期の柱穴の方が多少深い。 HP-1は掘り込みのあ

る炉で、城底面は焼けて固くしまっている。
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造物 土器はいずれも II 群 b 類。いずれも円筒下層c式またはその直前直後のものである。 1 は膨ら

む胴部と、 端部近くで外反する口縁部形態。口縁部文様帯には矢羽根状に配した横方向に走る二紐の

縄線と、 二本ひと組の横方向に走る縄線を交互に配す。胴部にはLR原体の単軸絡条体第 1 類を縦方

向に施す。木目状撚り糸文の片側のみが連続した様な地文である。口縁部の断面は、 丸みを帯びて肥

厚、 微妙に外反。内面は摩耗しているが磨き調整。残部より、 底部は無文で上げ底風と想定。胎土に

は繊維をよく含む。 4 単位の波状口縁。 2 はスマ ー トな円筒形をした器形。上げ底風で無文の底部。

地文はLR斜行縄文。内面は摩耗している。器壁は博く、 繊維が目立つ。円筒下層c式で、 比較的小

型の深鉢。 3 の表面は、 なで調整の後、 R 原体の単軸絡条体第 1 類を縦方向に施す。木目状撚り糸文

様の縦半分が連続した様な地文。胴上部が膨らみ、 下部へ向かってすぽまる。胎土中には繊維と海面

骨針を多盤に含む。内面の調整は粗く、 横方向のなで調整。底部は残存部分から上げ底風と推定。ロ

唇部形態は微妙な外反、 口唇端部には平坦面をとる。口縁部文様帯は半裁竹管による右方向への連続

押し引きで胴部と区画。区画内は矢羽根状の縄線圧痕と綾繰り文様が横走する。 4 はRL原体の単軸

絡条体第1類が縦走する地文。口縁部文様帯にはLR原体による斜行縄文。円筒下層 c 式の小型の深

鉢。底部は上げ底風。底面は磨き調整で、 無文。内面は摩耗して不明瞭。胎土には繊維が多く、 小砂

粒も若干含む。微妙なくびれの頸部、 すぼまる底部、 外反する口縁部を持つ。口縁部断面は尖り気味

に丸まる。 5 は 2 本のL縄により縄線を施す。残存部分から、 緩やかな波状口縁の破片と推定。胎土

は粗く、 繊維と砂粒を含む。ゆるやかに開く口縁部。口唇部は丁寧に成型。摩耗のため内面調整は不

明。 6 は破片数は多いが表面の剥落、 摩耗が激しく、 復元できなかった個体。直前段反撚り戻しLL

R原体を地文。内面は縦方向によく磨くが輪積みの痕跡が残る。半裁竹管の曲面側による右方向への

連続押し引きによって口縁部文様帯と胴部を区画。器形は下方向にすぼまる。胴部上半部が微妙に膨

む。口縁部はやや外反気味。口唇部の断面形態は微妙な丸みを帯び、 平坦面をとる。胎土には繊維と

海綿骨針を含む。口縁部文様帯にはLR縄線を 7 本横走させる。 7 は口縁部破片。口縁部はやや外反

気味で、 口唇部は微妙に面を取る。残存部から、 矢羽根状に配した縄線で菱形基調の文様を推定。器

壁は比較的薄い。胎土には繊維と海面骨針をよく含む。 8 は結束羽状縄文による地文。半戟竹管によ

る短沈線を縦方向に施す。口縁部は微妙に外反、 断面は先端に微妙な丸みをおび、 丁寧な整形と、 横

方向の磨き調整。胎土には凝灰岩質の小石粒を含む。 9 はR原体による単軸絡条体第 1 類を地文。施

文後に表面をこする。内面は縦方向に丁寧な磨き調整。胎土は薄く、 繊維を含む。10はLR斜行縄文

を施文後、 R 縄線を縦方向に施す。胴部の中央で原体が変換する個体を想定。同一個体が包含層から

出土。胎土には砂粒を含む。内面には縦方向の磨き調整、 輪積み痕跡が残る。11と12は H-1 の 1 a

に施文原体およびに胎土が類似し、 同一個体の可能性が高い。11の表面はなで調整後、 L 原体の単軸

絡条体第1類を縦方向に施文。胴下部はすぼむ。内面は丁寧な縦方向の磨き。輪積み痕は明瞭。胎土

には繊維が目立つ。内面には斑状にすすがこびりつく。12の底部は微妙な上げ底風に整形、 底面は地

文と同じ絡条体を施す。内面は丁寧な磨き調整。13は直前段反撚り戻しLLR原体が縦走する地文。

破片数は多いが細片に割れ、 復元できなかった。内面は磨き調整。胎土には繊維が目立つ。底部は上

げ底風。底部は、 輪積みの開始部に棒による押圧が加わり、 沈線の縁取り風となる。底部の内面はよ

＜磨かれる。14は網目状地文、 単軸絡条体第5 類を縦方向に施す。残存部分から、 上げ底風と推定。

底部にはなで調整。内面は磨き調整。胎土には海綿骨針が目立つ。15は破片数は多いがいずれも細片

で、 摩耗が著しく復元は不可能。15b は底部。底面は上げ底風に整形し、 なで調整。内面は輪積み開

始部を棒を連続して押しつけて接着した痕跡がある、 その後磨き調整を施している。16と17は胎土お

よびに地文の施文原体が類似しており同一個体の可能性が高い。いずれも直前段反撚り戻しLLR原
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体が縦走する地文。破片数は多いが細片に割れており復元できなかった。内面は縦方向によく磨くが

輪積みの痕跡が明瞭。胎土には繊維が目立つ。

18~25まで石鏃。18、 19は菱形に近い木の葉形のもの。珪質頁岩製。二次加工は粗雑で素材の形状

がわずかに残る。20は菱形のもの。珪質頁岩製。素材の形状が残るが比較的二次加工は丁寧である。

背面は先端と基部以外調整を加えていない。21は凸茎のもの。珪質頁岩製。22は木の葉形のもの。黒

曜石製。二次加工が粗雑である。23は比較的大型のものであるが破損している。珪質頁岩製。24は表

面右側の稜線が左方向へゆがむもの。25は黒曜石製。表面に素材の形状が残るものである。表面に原

石面を残す。二次加工は非常に粗雑であり、 裏面に階段状の剥離がある。26~28まで石錐。珪質頁岩

製。素材剥片の形状をほとんど変えずに、 刺突部を作り出している。29は両面加工のナイフ。二次加

工は比較的丁寧である。30~32まではつまみ付きナイフ。珪質頁岩製。 3 点ともつまみ部は腹、 背面

両方向から調整を加えて作っている。30は未製品と考えられる。刃部が明瞭ではない。31は両側縁を

刃部とする。32は片面全面加工のもの。34~39までスクレイパー 。すべて珪質頁岩製。すべて縦長剥

片を素材とするものと考えられる。34は両側縁を刃部とする。35は右側縁を刃部とする。36は両側縁

を刃部とし、 原石面の残るもの。37は両側縁を刃部とするもの。腹面右側縁の刃部は背面からも粗雑

な調整が入り内湾する。38は主なる刃部が腹面左側縁のもの。右側縁にもわずかに調整痕がある。39

はいわゆるエンドスクレイパー。縦長剥片の腹面左側縁にも刃部がある。40は石核。41、 42、 43は石

斧。いずれも緑色泥岩製で破損品をたたき石に転用しているもの。41は磨製のもので正面中央、 左側

面、 基部上端にたたき痕がある。42は両側縁にたたき痕がある。43は破損した面の一辺に細かな剥離

を施している。刃縁は破損しているが、 一部階段状の剥離がある。44、 45はたたき石。44は砂岩の棒

状礫の一端にたたき痕がある。45は安山岩で、 亜円の偏平礫の上、 下端にたたき痕がある。46-49ま

でくぽみ石。46、 47は凝灰岩、 48は泥岩、 49は流紋岩である。46、 47は破損品であるが破損部位外、

全面にくぽみ痕がある。49は偏平礫の表、 裏面にくぽみ痕がある。50、 51は北海道式石冠の破損品。

ともに安山岩でたたき石に転用しているもの。50は未製品の破損したものを全面敲打している。51は

破損後溝部分を整形調整してからこの部分と掲載図正面左端を中心にたたき痕がある。52、 53は使用

しているもの。54は未製品が破損したもの。円形に近い礫に打ち欠きに近い敲打痕を施している。55

も同様なものである。56は台石。凝灰岩製。幅の広いすり面がある。57、 58は砥石。凝灰岩製。57は

有溝のもの。59は偏平打製石器。安山岩製。幅の細い擦り面を持つ。60は石鋸。安山岩製。上下に刃

部がある。61は石核。珪質頁岩製。断面が三角形の棒状礫の端から縦長状の剥片を剥離した跡が 1 か

所と、 掲載図の中央やや右よりからこの礫を1/3折り取り、 その折れ面から礫の端にかけて素材剥片

を取ろうとしたものと考えられる。62は線刻の入った礫。凝灰岩。剥片石器による1傷のものと思われ

る。63は軽石製の石製品。

時期 周囲の遺物出土状況から、 縄文時代前期後葉、 円筒下層 c 式の時期と考える。 （大泰司）

(2) 土堀

P-1 （図w-5-32／図版18、 36／表w-1 ～ 3 )

位置： B-11- d 、 B-12- a 規模： 2.01 X (1.61) /1.84 X (1.43) /0.13m 長軸方向： N-41
°

-E 

特徴：包含層を掘り下げたところ平面形が楕円から隅丸方形に近い黒褐色の落ち込みを確認した。土

層観察用の土手を残し掘り下げたところ緩やかではあるが堀込みと平坦な床面を確認し遺構と認定し

た。 プランは隅丸方形のやや崩れた形態を呈している。覆土は遺構立上り際に流入しているにぶい黄

褐色土～暗褐色土と、 その上部を覆う黒褐色土の土からなる。遺物は覆土に点在する形で出土してい
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図N-5-31 H-9 の遥物 (6)

る。遺構の中心部より南側に小ピットが2ヶ所検出されている。双方共に深さ14-15cm程度である。

遥物：出土している土器はいずれも11群b類で、円筒下層 c 式またはその直前直後のものである。 1

は胴部破片。 RL 縄の単軸絡条体第 1 類が縦走する地文。内面は丹念な磨き調整。胎土には繊維と海

綿骨針が目立つ。縁辺は打ち欠きを施した形跡がみられることから、再生土製円盤の可能性がある。

破片中央の表面が剥落している部分については穿孔の可能性がある。

時期：床面から出土している11群b類土器から、縄文時代前期後半と考えられる。 （袖岡）

P-2 （図N- 5 -32／図版18、36／表W- 1 ～4)

位置：Z 0-7-a 規模：1.3 0X 1.00/ 1.00 X 1.10/0.20m 長軸方向：N-17
°

-W 

特徴：包含層をW層上面まで掘り下げたところ円形のプランをした黒色土入り込みを確認した。半割

したところ床面と壁面を確認し、遺構と判断した。覆土はよくしまっておりパミス粒子が混じる。埋

め戻しの可能性がある。プランは風倒木痕跡に一部かかっている。遺構のわきm 層上位からは円筒下

層c式土器がまとまって出土している（図N-6- 1)。断面を観察する以上、掘り込み面は検出面

よりやや上であり、土器と時期を同じくする可能性がある。

遺物：10点出土した遺物は流入によるものである。出土している土器はII群b類で、円筒下層c式ま

たはその直前直後のものである。 1は胴部破片。残存部から外反するする口縁部形態を想定。器壁は

比較的薄い。内面には縦方向の磨き調整。屈曲部分には輪積み調整の痕跡。 RL 原体の単軸絡条体第

1類を斜方向に施文。胎土には繊維と海綿骨針を多く含む。2はたたき石。珪岩製。破損している。

時期：周囲の遺物出土状況から、縄文時代前期後葉， 円筒下層c式またはその直前直後と考える。

（大泰司）
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P-3 （図N- 5 -33、 34／図版18、 19、 36、 37／表w- 1 ～ 4 、 6)

位置：YO -25- b 、 Z O -25- a 規模: 2.46X2.16/2.20X l.78/0.14m

長軸方向：N-13
°

-W

特徴：調査区北東側に延びる細長い範囲の緩斜面で唯一見つかった深度の浅い竪穴状の土城 である。

確認面はW層上面で、 平面は西北西側が風倒木により失われているものの不整の円形もしくは斜面上

方に対して丸く掘り込んだ半円形を呈すると考えられる。 城底の面は V 層に造られた平坦なものであ

るが、 斜面のため深度は斜面上方の南西側で深く斜面下方の北東側で浅くなっている。 床面から炉跡

や柱穴などが検出されなかった。 城底と壁との繋がりは緩やかなもので、 そこから上方向に向かって

広がりながら立ち上がっている。 周囲の皿層堆積状況から考えて竪穴の最大深度は30cmを越えないも

のと見られる。

覆土は流れ込みと考えられる腐植土主体の単層で、 堀込面は覆土の状況からm層中と考えられる。

遺物は覆土 1 層から床面にかけて1,000点弱の土器、 石器などが出土した。 覆土 1 層の145点は周囲

の遺物出土状況から見て覆土の腐植土と共に流れ込んだとは考えられず、 埋没中の竪穴に廃棄された

ものを多分に含んでいるものと考えられる。 床面から出土した846点の遺物の大半も、 覆土l層中の

床に近いレベルで出土したもので、 これらも土城埋没の極く初期に廃棄されたと考えられる。 押し潰

された様な姿で出土した復元土器 (1~3) の出土レベルにも僅かな差異が認められることから、 床

面近くから出土したものに関しても一定の時間幅を持って廃棄された可能性もある。 なお、 厳密な意

味で城底面と接して出土した遺物は少なく、図示したつまみ付ナイフ 1 点、 石核 1 点、 フレイク 5 点、

そしてたたき石 1 点である。

遺構の性格は、 竪穴の床面には柱穴や炉跡が見られず遺物も少ないことから、 簡略的な作業小屋の

様なものと推定される。 また、 本遺構が使われなくなった初期の段階で所謂「土器捨て場」として使

われていたとも考えられる。

幅の狭い調査区で見つかったため他の遺構から孤立しているようにも見られる土城であるが、 住居

群と同じ時期の遺構が段丘の縁辺部に沿って造られていた可能性と、 包含層から出土することが少な

かった土器の行方とを示す一つの資料と言えよう。

遥物：出土した土器は 1I 群 b 類で、 円筒下層c式のものである。 1 はいびつな 4 単位の波状口縁を持

つ個体。口唇部には平坦面をとる。内面は麿耗しているが丹念な調整を推察。胴部の上部はLR原体。

胴下部にはRL原体の束を軸としてR原体を巻き付けたものによる地文。 口縁部文様帯にはL原体に

よる菱形基調の文様。胎土には繊維が目立つ。底部は上げ底風で、 L撚りの縄地文を施文後、 こすっ

ている。 2 は胴部の上半と下半で地文が変換する。 上半分は R 原体による単軸絡条体第 1 類がほぼ縦

走。下半はRLR原体によって斜行縄文を施す。内面は磨き調整。胎土には繊維と海綿骨針が目立つ。

3 はスマ ー トな円筒形をした個体。 LR原体による斜行縄文が地文。隆帯により、 口縁部を区画。隆

帯の上下端は棒の先端でなぞって留め付け、 さらに隆帯上に等間隔で短沈線のような刺突を連続して

施こして固定。胎土には繊維が目立つ。 4単位の波頂部を持つ。口唇部には丁寧な面とり。口縁部は

ゆる＜外反。底部は微妙な上げ底風、 磨き調整により無文にする。 内面は丹念な磨き調整。表面は剥

落が目立つ。 焼成は良好で中期の土器を思わせる。 4 と 5 はRL原体が横走する口縁部破片。 微妙に

外反する口縁部形態、 残部から、 ゆるやかな波状口縁を推定。 4の胎土には繊維と微盤の海綿骨針を

含む。 5 の胎土には繊維と多量の海綿骨針。 6 はRL原体が縦走する地文。 口縁部にはLR原体が 3

本横走。 ゆるやかな波状口縁の波頂部を想定。 波頂部からは 3 本の縄線を垂下。 微妙な括れを持つ頸

部、 口縁部はゆるく外反。 内面は摩耗が著しく調整は不明。輪積み痕跡がある程度明瞭。 7 、 8 は斜
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図w- 5-32 P-1と遺物 P-2と遺物

行縄文 LR 原体が地文。 7 は器の表面には輪積み痕跡。胎土には繊維と海綿骨針を含む。 8 は 内面が

丹念な磨き調整。胎土には多批の繊維と、 微砒な海綿骨針を含む。 9は上げ底風の底部で、 底部面は

摩耗が著しいが磨き調整が窺える。器表面の残存部分から LR 原体による地文を推定。内面は先端が

尖った棒先によって磨き調整。10は単軸絡条体第2類によって網目状地文が施文。縁辺を円形になる

ように周囲を調整。内面は磨滅している。再生土製円盤の一種と考える。胎土には・海綿骨針が目立つ。

11はつまみ付きナイフ。珪質頁岩製。片面加工のもので両側縁を刃部とする。12はスクレイパ ー 。珪

質頁岩製。背面右側縁が刃部となる。毅面左側縁 からも粗雑な調整がみられる。13はくぼみ石、 14は

たたき石でともに泥岩製。破損している。15、 16は石鋸。安山岩製で同一のものとみられる。16は板

状礫の 2辺を刃部とする。そのうち1辺に細かな剥離と幅の細いすり面がわずかにみられる。偏平打

製石器にみられる、 幅の細いすり面と同様のものと考えられる。17は砥石。凝灰岩製。

時期:廃棄された土器から、 他の辿構と同じ縄文時代前期後半と考えられる。 （皆川）
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V花岡3遺跡

P-23 (図V－6-68/表V－8-1/図版20･45)

位置: I-9-b、J-9-a.d 規模:2.00×1.85/1.69×1.80/0.17m

長軸方向:N-51｡-W 床面積:2.850ni

特徴段丘の南側縁辺で見つかった平面が不整の円形を呈す土曠である。確認面はⅨ～X層上面で、

面積は確認面で2.850㎡である。近接してH-5、P-22などの遣構が見つかっている。

X層に造られた床面の北側にはピット状の浅い窪みが備わっており、砂岩製の台石が図で示した位

置から床に据えられた状態で出土している。覆土は上位から5つの層に分けられ、覆土1 ･ 2層は流

れ込みもしくは自然堆積と考えられるV層とⅥ層に相当する。覆土3層は廃棄もしくは流れ込みの遺

物を含む腐植土層である。覆土4～7層はローム質土を含んで硬く締った土層で、ロームの入り方な

どの傾向は、上屋を覆っていたと考えられる他遺構の崩落土と類似している。

遺物は覆土2～6層から129点が出土している。覆土3層からⅢ群b類土器36点が出土している以

外は、フレイク・チップと礫がほとんどで、大半は廃棄されたか流れ込みのものと考えられる。

近接するH-5とは、 3の掲載Ⅲ群b類土器と同じ個体がH-5床面からも出土しており、H-5の方が新

しいと考えられる。P-23との新旧を示すものは認められないが、遺物の出土状態からやはりH-5より

古いと考えられることから、P-23とは比較的近い時期もしくは同時期の可能性もある。

規模的にはやや手狭とは思えるものの床面の炭化物を焼失した上屋の構造物の一部と考えるなら、

小型の作業小屋の可能性がある。

遺物 1～3はⅢ群b類土器で、 1が榎林式土器に相当すると考えられるもので、 2．3が天神山式・

柏木川式土器に相当するものである。

lは撚糸文を地紋とする深鉢形土器で器面には浅いがしっかりした沈線で文様が描かれている。

2は器面に半裁竹管の内側を使ったと見られる沈線状の文様が施されている。 3は器壁の厚い胴部

で器面には斜行縄文が施されている。

時期曠底の遺物から縄文時代中期後半と考えられる。 （皆川）

P-24 (図V－6-69/表V－8－1 )

位置:B-10-c.d，B-11-a｡b 規模:0.82×(0.63)/0.57×(0.37)/0｡23m

長軸方向:N-78.-W 床面積:0.163ITi

特徴調査区南西側に位置する。Ⅶ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。北側をトレンチ調査によ

り削平してしまったが、平面は不整の楕円形と考えられる。掘り込み面はⅥ層中と推測される。覆土

は自然堆積と見られ、上位はⅥ層土を主体とする腐植土、下位は汚れたローム質土である。性格は不

明であるが、隣接するH-llに関連する施設の可能性がある。

遺物覆土1層より黒曜石のフレイクが1点出土した。流れ込みによるもので、遺構には伴わない。

掲載遺物なし。

時期掘り込み面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類土器の時期の可能

性が高い。 （芝田）

P－25（図V－6－69／表V－8－1／図版20．45）

位置:D-8-a～d、E-8-a.d 規模:2.50×2.15/2.04×2.35/0.18m

長軸方向:N-28o－E 床面積:3.580ni

特徴段丘の南西側縁辺で見つかった平面が不整の円形を呈す土墳である｡確認面はⅨ～X層上面で、

面積は確認面で3.996㎡、床面で3.580㎡である。TP-1と重複し、近接してP-15･16などの遺構が見つ

かっている｡
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1黒褐(HuelOYR2/3）黒色土とﾛｰﾑの混合｡炭化物が少吊混きる P一?R±画説明

1.暗褐（HuelOYR3/4）ロームと黒色土の混合炭化物が少暴混ざを

ねっとりしている。

図V－6-69 P-24.25.26･27.28
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X層に造られた床面は平坦で、壁は南側が緩やかに北側が比較的急激に立ち上がる。覆土は腐植土

主体の単層で流れ込みもしくは自然堆積と考えられる。

遺物は覆土l層と床面から141点が出土している。覆土l層からはⅢ群b類土器、石鍼、 スクレイ

パー、砥石、石核など137点、床面からはⅢ群b類土器土器が4点出土している。すべて、散点的な状

態での出土で、大半は廃棄されたか流れ込みのものと考えられる。

重複するTP-1とは、P25が切られていることからI)-25の方が古い。また、近接するP15･ 16とは、

関連を示すものに乏しいが、遺構の配置に、各の存在を意識している様子が見られることから、同時

期もしくは時期にそれ程の違いはないものと考えられる。

規模的にはやや手狭とは思えるもの小型の作業小屋かもしれない。

遺物 l～3はⅢ群b類土器で、天神山式・柏木川式土器に相当する。 1 ･ 2は口唇部と器面に地紋

が施される器壁の厚い口縁部である。 1は緩やかな波状を呈しており、 2は口唇部がやや肥厚する平

縁と推定される。 3は小形の器形もので、底部近くの胴部である。器面には'l15の細い沈線状の条痕が

見られるが、 これが文様かあるいは調整痕かは不明である。

4は黒曜石製の石鍼で、右側縁の一部が欠失している。 5は珪質頁岩製のスクレイパーである。 6

は砂岩製の砥石片である。

時期曠底の遺物から縄文時代中期後半と考えられる。 （皆川）

P-26 (図V-6-69/表V－8－1/図版21)

位置: E-9-d 規模:0.48×0.33/0.30×0.45/0.24m

長軸方向:N-46.-W 床面積:0.075nt

特徴調査区南西側に位置する。Ⅶ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認した。平面がほぼ円形を呈し、

断面が鉢形の小土曠である。掘り込み面はⅥ層中と推測される。覆土は黒色土とロームの混合で、炭

化物が微量混ざる。性格は不明である。

遺物覆十卜位より礫片が2点出土した。流れ込みによるもので、遺構には伴わない。

掲載遺物なし。

時期掘り込み面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期の可能性が

高い。 （芝田）

P-27 (図V－6-69/表V－8-1 )

位置:D-10-a 規模：0.45×0.27／0.24×0.44/0.11m

長軸方向:N-22.-W 床面積:0.054ni

特徴調査区南西側に位置する。Ⅶ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認した。平面がほぼ円形を呈し、

断面が皿形の小土曠である。掘り込み面はⅥ層中と推測される。覆土は黒色土とロームの混合で、炭

化物が少量混ざる。性格は不明である。

遺物覆土中より礫片が1点出土した。流れ込みによるもので、遺構には伴わない。掲載遺物なし。

時期掘り込み面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期の可能性が

高い。 （芝田）

P－28 （図V-6-69/表V-8-1 )

位置:A-13-a 規模:0.63×0.46/0.48×0.32/(0.17)m

長軸方向: N-55o－E 床面積:0｡121rTi

特徴調査区西側に位置する。Ⅶ層上面で出土した礫の周囲に暗褐色土が落ち込んでいたことから確

認した。平面は不整の楕円形である。掘り込み面はⅥ層中と推測される。覆土はロームと黒色土の混
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合で、炭化物が少量混ざる。性格は不明である。

遺物覆土上位より礫が1点出土した。流れ込みによるもので、遺構には伴わない。掲載遺物なし。

時期掘り込み面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期の可能性が

高い。 （芝田）

P-29～32 (図V－6-70/表V-8-1/図版45)

P-29 位置:H-18-a.d規模:0.41×0.37/0.23×0｡26/0.13m長軸方向:N-12｡-E床面積:0.046ni

P-30 位置:G-18-b 規模:0.44×0.37/0.26×0.33/0.32m長軸方向:N-29｡-E床面積:0.070ITi

P-31 位置:G-18-b 規模:0.45×0.44/0.29×0.28/0.17m長軸方向:N-33｡-E床面積:0.067ni

P-32 位置:G-17-c.d規模:0.46×0.45/0.35×0.36/0.26m長軸方向:N-74°－E床面積:0.100ni

特徴P-29～32は平面が円形を呈す小型の土曠群である。検出面はⅦ～X層で、H-2の北側に近い位

置から緩く弧を描く並びで見つかっている。覆土は2つに分れ、上から覆土l層には腐植土、覆土2

層には腐植士とロームの混じったものが入いる。覆土2層に関しては、堆積状況から見て埋め戻され

た可能性もある。確認面と覆土から掘込み面はⅥ～Ⅶ層と考えられる。

遺物は、 P-29からが曠底から、 P-32では覆土1層からそれぞれⅢ群b類土器が出土している。

規模と配置から一連の柱穴群と考えられる。またH-2に近いことからそれに付属する可能性も高い。

遺物P-29-1はⅢ群b類土器で、斜行縄文の施された底部近くの胴部である。P-32-lはⅢ群b類土

器で、斜行縄文の施された器壁の薄い底部近くの胴部である。

時期遺物と配置から他の遺構との同じ縄文時代中期後半と考えられる。 （皆川）

P-33 (図V-6-70/表V-8-V/図版21)

位置:F-17-c.d 規模:0.66×0.65/0.50×0.50/0.25m

長軸方向:N-31o－E 床面積:0.217n1

特徴段丘の中央部やや東よりの位置から見つかった土擴である。確認面はⅧ層で、平面は円形を呈

し、 P34と並んで配置されている。覆土は2つに分れ、上から覆土l層には腐植土、覆土2層には

腐植士とロームの混じったものが入いる。覆土2層に関しては、堆積状況から見て埋め戻された可能

性もある◎確認面と覆土から掘込み面はⅥ～Ⅶ層と考えられる。遺物は出土していない。

性格は不明であるが、規模と配置からP-34とは同じ性格のものと考えられる。

遺物掲載遺物なし。

時期遺物と配置から他の遺構と同じ縄文時代中期後半と考えられる。 （皆川）

P-34 (図V－6-70/表V－8-1/図版21)

位置:F-17-d 規模:0.63×0.47/0.40×0.53/0.10m

長軸方向:N-46.-W 床面積:0.164ITi

特徴段丘の中央部やや東よりの位置から見つかった土曠である。確認面はX層で、平面は惰円形を

呈し、 P-33と並んで配置されている。覆土には腐植土とロームの混じったものが入いり、堆積状況

から見て埋め戻された可能性もある。確認面と覆土から掘込み面はⅥ～Ⅶ層と考えられる。遺物は出

土していない。

性格は不明であるが、規模と配置からP-33とは同じ性格のものと考えられる。

遺物掲載遺物なし。

時期遺物と配置から他の遺構と同じ縄文時代中期後半と考えられる。 （皆川）
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P-35～39 (図V-6-71/表V－8-1/図版21)

P-35位置:F-20-d 規模:0.37×0.35/0.24×0.26/0｡11m長軸方向:N-31｡-E床面積:0.049ITi

P-36位置:E-20-b.c， F-20-a.d規模:0.44×0.36/0.25×0.29/0.20m長軸方向:N-45.-W床面積:0.058ni

P-37位置:E-21-b 規模:0.47×0.42/0.31×0.36/0.17m長軸方向:N-17°－E床面積:0.085ni

P-38位置:E-21-b 規模:0.41×0｡35/0.25×0.29/0.15m長軸方向:N-46。－W床面積:0.058ni

P-39位置:E-20-d 規模:0.51×0.45/0.34×0.39/0｡14m長軸方向:N-71o－E床面積:0.100ni

特徴P-35～39は平面が不整の円形を呈す小型の土曠群である。検出面はX層で、H-15の東側に近

い位置から見つかっており、一部の配置に緩く弧を描く様子が見られる。

覆土はP-35･37～39がロームを少量含む単層、 P37は上位に流れ込みの腐植土が入り下位には少量の

ロームが混じる腐植土入っている。P-35･37～39の覆土1層とP-36の覆土2層は埋め戻されていると

考えられる。これらは、本来的にI)-36と同じ覆土の構造を持っていたと考えられ、 ｜司じ様な時期の

掘り込み面や覆土の性格を持っていたものと思われる。掘り込み面は確認面と覆土からⅥ～Ⅶ層と考

えられる。

各土曠の配置から見て、 P-35･36そしてP-37･38はそれぞれ対になるものと考えられ、 これらとI)-

39が弧を描く様に並んでいるものと考えられる。遺物は出土していない。

規模と配置から一連の柱穴群と考えられる。またH-2に近いことからそれに付属する可能性も高い。

遺物掲載遺物なし。

時期他の遺構群と同じ縄文時代中期後半と思われる。 （皆川）

P-40 (図V－6-71/表V－8-1 )

位置:B-19-b｡c、C-19-a.d 規模:0.60×0.56/0.48×0.44/0.17m

長軸方向:N-29o－E 床面積:0.169ITi

特徴平面が不整の円形を呈す小型の士曠である。検出面はX層で、すぐ西側には接する様に一回り

小さいP-41が見つかっており、その北側にはH-8が位置している。

X層中に作られた曠底面は平坦なもので壁は急角度で立ち上がっている。覆土は微量のロームを含

む腐植土の単層で、 これはP41と共通である。掘込み面は確認面と覆土からⅥ～Ⅶ層と考えられる。

遺物は出土しておらず、付近の遺構配置から見て、 I)-41と対になるH-8の付属土壌と考えられる。

遺物掲載遺物なし。

時期他の遺構群と同じ縄文時代中期後半と思われる。 （皆川）

P-41 (図V－6-71/表V-8-1 )

位置:B-19-b 規模:0.26×0.23/0.14×0.15/0.14m

長軸方向:N-57.-W 床面積:0.018ITi

特徴平面が不整の円形を呈す小型の土曠である。検出面はX層で、すぐ東側には接する様に一回り

大きなI)-40が見つかっており、その北側にはH-8が位置している。

X層中に作られた曠底面は平坦なもので壁は急角度で立ち上がっている。覆土は微量のロームを含

む腐植士の単層で、 これはP-40と共通である。掘込み面は確認面と覆土からⅥ～Ⅶ層と考えられる。

遺物は出土しておらず、付近の遺構配置から見て、 I)-40と対になるl-I-8の付属土曠と考えられる。

遣物掲載遺物なし。

時期他の遺構群と同じ縄文時代中期後半と思われる。 （皆川）
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P-42 (図V－6-71/表V-8-1 )

位置:J-18-a.b 規模:0.53×0.40/0.38×0.51/0.13m

長軸方向:N-35o－E 床面積:0.117ni

特徴調査区北東側に位置する。Ⅶ層上面で黒褐色士の落ち込みを確認した。平面がほぼ円形を呈し、

断面が皿形の小土曠である。掘り込み面はⅥ層中と推測される。覆土はⅥ層腐植土を主体とし、 ロー

ムや炭化物が若干混ざる。性格は不明である。

遺物掲載遺物なし。

時期掘り込み面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期の可能性が

高い。 （芝田）

P-43 (図V－6-72/表V－8-1 )

位置:J-17-d 規模:0.64×0.48/0.31×0.49/0.08m

長軸方向:N-40｡-E 床面積:0.122ni

特徴調査区北東側に位置する。Ⅶ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。平面が不整の楕円形で、

断面が皿形の小土曠である。掘り込み面はⅥ層中と推測される。覆土は黒色士とロームの混合で、や

や粘性が認められる。性格は不明である。

遺物掲載遺物なし。

時期掘り込み面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期の可能性が

高い。 （芝田）

P－44 （図V-6-72/表V－8-1/図版21 ．45)

位置:k-19-b 規模:0.71×0.54/0｡32×0.43/0.11m

長軸方向:N-73o－E 床面積:0.137ni

特徴調査区北東側に位置する。段丘の際で地形がやや陥没しており、Ⅵ層黒色土が厚く堆積してい

たことから確認が遅れ、Ⅷ層上面での検出となった。検出状況は、黒褐色士が遺物を伴って落ち込ん

でいた。平面は楕円形を呈し、断面はⅡ形である。掘り込み面はⅥ層中と推測される。覆土は黒色土

とロームの混合で、粘性が強い。性格は不明である。

遺物覆土中よりⅢ群b類土器片5点、頁岩のフレイク2点が出土している。いずれも流れ込みによ

るもので、遺構には伴わない。

lはⅢ群b類土器の口縁部である。平縁で口唇がやや肥厚する。節が大粒な地紋は器面や口唇部、

内面の口縁付近に施されている。

時期掘り込み面および出土遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期と考えられる。 （芝田）

P-45 (図V-6-72/表V－8-1 )

位置:G-18-c、G-19-b、H-18-d、H-19-a 規模:0.70×0.67/0.62×0.62/0.13m

長軸方向:N-55.-W 床面積:0.301ni

特徴平面が不整の円形を呈す小型の士曠である。検出面はX層で、すぐ南側にはP-29～32が見つ

かっている。

X層中に作られた曠底面は平坦なもので壁は急角度で立ち上がっている。覆土は少量のロームを含

む腐植士の単層で、埋め戻された可能性も少なくない。掘込み面は確認面と覆土からⅥ～Ⅶ層と考え

られる。遺物は出土しておらず、付近の遺構配置から見て、 P-29～32と関わる土曠と考えられる。

遺物掲載遺物なし。

時期他の遺構群と同じ縄文時代中期後半と思われる。 （皆川）
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(3) Tピット

TP-1 (図V－6-73/表V-8-1/図版22)

位置:D-8-a～c 規模： （213)×2.18／0.40×(0.55)/0.86m

長軸方向:N-75o－E 床面積:0.654IT1

特徴 I)-25の調査中に検出されたTピッ 1，である。覆土の状態などから、 I)-25を切っており、 より

新しい時期の遺構と考えられる。東側半分の上部は木根などによって撹乱されている。平面は両端が

すぼまった長楕円形で、若干長軸が湾曲する。断面は箱形で、底部がオーバーハングしている。掘り

込み面はⅥ層上位と推測される。Ⅵ～X層を掘り抜いており、底面はX層下部の礫層まで達している。

底面は'幅広でほぼ平坦であるが、礫層のために凹凸が見られる部分もある。逆茂木などの痕跡は確認

されなかった。覆土は自然堆積の様相を示している。上位にはⅥ層起源の腐植土が堆積し、下位は壁

面より崩落したロームおよび黒色土との混合が大部分で、底面には腐植土の薄層が見られる。

調査区内ではTピットはこのTP-1のみが検出された｡推測ではあるが､他遺跡の例などからみて､調

査区外南東側の高位段丘上あるいは南側の急斜面上に連続してTピットが設けられている可能性がある◎

遺物掲載遺物なし。

時期P-25との新旧関係から、縄文時代中期後半以降と推測される。 （芝田）

(4)焼土

F-1 (図V-6-73/表V-8-1/図版22)

位置:F-13-d 規模:0.35×-/-×0.25/0.05m

長軸方向:N-21.-W 床面積:0.062ni

特徴Ⅵ層上面で検出された。形成面はⅥ層中と推測される。平面は不整な楕円形で、 レンズ状に弱

く焼けている。焼土はしまりが弱く、炭化物が少量混ざる。微細なフレイク ・チップが出土したこと

から、石器の加工などが行われた可能性がある。 また、すぐ南側の小土擴群(P-3～6， 13) との関

連も推測される。

遺物フローテーシヨンにより焼土中から微細なフレイク・チップ．が13点得られた。

掲載遺物はない。

時期形成面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期の可能性が高い。

（芝田）

F-2 (図V－6-73/表V－8-1/図版22)

位置:F-13-c、F-14-b 規模:0.28×－/-×(0.23)/0.11m

長軸方向:N-59｡-W 床面積: (0.052)rTi

特徴Ⅵ層上面で検出された。グリッドラインで切られたF-14側は、包含層調査時に確認が遅れた

ため約3cm下げてしまった。形成面はⅥ層中と推測される。平面は楕円形で、 レンズ状に強く焼けて

いる。焼土は明るいオレンジ色の粒子が主体である。焼土中より微細なチップが出土したことから、

石器の加工などが行われた可能性がある。また、 F-1同様、すぐ南側の小土曠群(P-3～6， 13) との

関連も推測される。

遺物フローテーションにより焼土中から微細なチップ5点、時期不明の土器片1点が得られた。

掲載遺物はない。

時期形成面および周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代中期後半Ⅲ群b類の時期の可能性が高い。

（芝田）
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(5) フレイク・チップ集中

FC-1 (図V-6-74/表V－8-1/図版46)

位置:L-15-a～． 規模: 1.78×1.40/一×一／一m

長軸方向:N-42o－E 床面積: 1.916ni

特徴段丘南東側の縁辺部で見つかった黒曜石のフレイク・チップ集中である。検出面はv層中で、

範囲は1.916㎡であった。213点のフレイク ・チップと共にスクレイパー(1)、石核(2)なども出土し

ており、 これらは一緒に投棄されたものと考えられる。Ⅲ群b類土器も2点出ているが、周辺の遺物

分布が濃いことから、 FC-1に伴うかは明確でない。

94点のフレイクの総重量は43.39で、 1点の平均は0.469である。それらの多くにはバルブが見られ、

形態的には比較的似たものが多い。図示したヒストグラムでは、重量が0.2～0.49、厚さが2～3mlに

ピークが認められ、 これはlに掲載した石核から取られたと推定されるサイズのものにほぼ等しい。

全体的には大きめの剥片から小型の剥片を作る際に生じたもので、遺跡内では黒曜石製で大型の剥片

石器が乏しいことから、作られた剥片は石鍼やR･Uフレイクに使われたと考えられる。 119点のチッ

プの重量は6.39で、平均は約0.059である。 1mmメッシュを使用した水洗選別法によって抽出された

非常に細かいもので、恐らく刃部の加工などにより生じたものと考えられる。

これらの黒曜石の原産地は、肉眼の観察で大半が|司じと考えられ、消費された母岩の数量も多くは

なく数点程度と思われる。この内、 1点のフレイクについて原産地分析を行った結果、赤井川産と判

定されている （分析番号64714:Ⅵ章1節参照)。

周辺は遺物の分布密度が比較的濃い地域であることことから、それらと同じように廃棄されたもの

と思われる。

遺物 1は厚味のある剥片を使ったスクレイパーである。左半分が欠失しており、石核として使われ

る前なのかもしれない。 2は上側に礫面を残した石核である。残された痕から見て、かなり小さな剥

片まで剥ぎ取られている。 1 ･2はいずれも赤井川産の黒曜石が使われていると考えられる。

時期検出されたV層は、出土遺物に対して炭素年代や含有火山ガラスの時期などが食い違う結果と

なっているため、時期の判定が難しい。周辺の遺物から縄文時代の中で中期後半以降としておきたい。

（皆川）

FC-2 (図V-6-75/表V－8-1/図版46)

位置:E-19-b 規模:0.77×0.76/一×一／一m

長軸方向:N-79｡-E 床面積:0.420ni

特徴段丘中央部から少し北東側の地区で見つかった黒曜石と頁岩類からなるフレイク・チップ．集中

である。検出面はV層中で、範囲は0.425㎡であった。 193点のフレイク ・チップと共に石鍼の破片や

未成品、 Uフレイクなども出土しており、 これらは一緒に投棄されたものと考えられる。Ⅲ群b類土

器15点や堅果類の破片も同じ範囲から出土しており、 これらも伴っていた可能性は高い。

フレイクは石材別に黒曜石37点(14.39)、頁岩類l1点(6.39)で、 1点あたりの平均重量は頁岩類

が上回っている。これらの多くにはバルブが見られ、形態的にも類似したものが多い。図示したヒス

トグラムでは、重量が0.2～0.49、厚さが2～4mmと5～6mmにピークが認められる。共に出土した石雛

の未成品の計測値が、重量0.89、厚さ2.8mm、Uフレイクが各1.99, 6.2mmであることから、全体的には

大きめの剥片から小型の剥片を作る際に生じたものと考えられる。遺跡内では黒曜石製で大型の剥片

石器が乏しいことから、作られた剥片は石鍼やR･Uフレイクに使われたと考えられる。チップはlmm

メッシュを使用した水洗選別法によって抽出されたもので、黒曜石144点(6.29)、頁岩類1点(0.19)
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である。非常に細かく、刃部の加工などにより生じたものと考えられる。

黒曜石の原産地は、肉眼の観察で大半が同じと考えられ、遺跡内の原産地分析の判定から見てほと

んどが同じ赤井川産と思われる。消費された母岩の数量も多くはなく数点程度、頁岩類もほぼ同じよ

うなものと思われる。

石器製作時に生じたものをこの位置に投棄したものと考えられる。

遺物l～3はⅢ群b類土器である。 1は条が横位に走る縄文の上から沈線文を施した深鉢形土器であ

る。 2は撚糸文の地紋と沈線文が施された口縁部で、口唇部には弱い研磨が施されている。 1 ．2は

榎林式土器に相当すると考えられる。 3は斜行縄文の施された胴部である。

時期検出されたV層は、出土遺物に対して炭素年代や含有火山ガラスの時期などが食い違う結果と

なっているため、時期の判定が難しい。周辺の遺物から縄文時代の中で中期後半以降としておきたい。

（皆川）

FC-3 (図V－6-76/表V-8-1 )

位置:J-10-c.d、J-11-a･b 規模:2.57×1.80/-×－／一m

長軸方向:N-17o－E 床面積:3.238n1

特徴段丘南側の縁辺近くで見つかった黒曜石と頁岩類からなるフレイク・チップ．集中である。検出

面はV層中で、範囲は3.238㎡と非常に広い面積で出土している。484点のフレイク・チップ．と共に石

雛(4)、 Uフレイク(1) なども出土しており、 これらは一緒に投棄されたものと考えられる。Ⅲ群b

類土器も2点出ているが、周辺にも分布していることから、FC-3に伴うかは明確でない。

フレイクは石材別に黒曜石37点(14.39)、頁岩類11点(6.39)で、 1点あたりの平均重量は頁岩類

が僅かに上回っていた。これらの多くにはバルブが見られ、形態的にも類似したものが多い。図示し

たヒストグラムでは、重量が0.2～0.49, 0.8～1.09, 1.8～2.09の三ケ所、厚さが2～4mmと7～9mmにピ

ークが認められる。共に出土した石雛の未成品の計測値が、重量0.79、厚さ3.5mm、Uフレイクが各

0.69, 4.lnmlであることから、全体的には大きめの剥片から小型の剥片を作る際に生じたものと考え

られる。チップは1mmメッシュを使用した水洗選別法によって抽出されたもので、黒曜石434点

(9.5g)、頁岩類13点(02g)である。非常に細かく、刃部の力l l工などにより生じたものと考えられる。

黒曜石の原産地は、肉眼の観察で大半が同じと考えられ、遺跡内の原産地分析の判定から見てほと

んどが同じ赤井川産と思われる。消費された母岩の数量もそれ程多くはなく数点程度、頁岩類もほぼ

同じようなものと思われる。

周辺は遺物の分布密度の比較的濃い地域であることことから、それらと同じように廃棄されたもの

と思われる。

遺物掲載遺物はない。

時期検出されたV層は、出土遺物に対して炭素年代や含有火山ガラスの時期などが食い違う結果と

なっているため、時期の判定が難しい。周辺の遺物から縄文時代の中で中期後半以降しておきたい。

（皆川）

FC-4 (図V-6－77/表V－8-V/図版46)

位置:C-19-b.c、D-19-a.d 規模: 1｡58×0.55/－×一／一m

長軸方向:N-43．－E 床面積:0.945ITi

特徴段丘北側の遺構密集地区で見つかった黒曜石のフレイク･チップ集中である。検出面はⅥ層中で、

範囲は0.945㎡である。一部がH-14の覆土に流れ込む様にして出土した1,110点のフレイク ・チップと

共に石鍼（4点)、Uフレイク(1点)なども出土しており、 これらは一緒に投棄されたものと考えられる。
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Ⅲ群b類土器も9点出ているが、周辺にも分布していることから、 FC-4に伴うかは明確でない。

フレイクは123点、総重量146.19で、 1点あたりの平均重量は約1.199と比較的重いと言える。これ

らの多くにはバルブが見られ、形態的にも類似したものが多い。図示したヒストグラムでは、重量が

0.4～0.89, 1.2～1.49, 2.8～3.09の三ケ所、厚さが3～5nnにピークが認められる。共に出土した石雛

の計測値が、重量0.3～0.79、厚さ2.4～3.9m、Uフレイクが各0.99, 2.6nⅢ、石核が各5.89, 12.2mmであ

ることから、全体的には大きめの剥片から小型の剥片を作る際に生じたものと考えられる。チップ．は

1mmメッシュを使用した水洗選別法によって抽出されたもので、黒曜石987点(56.99)である。非常

に細かく、刃部の加工などにより生じたものと考えられる。

これらの黒曜石の原産地は、肉眼の観察で大半が同じと考えられ、 この内1点のフレイクについて

原産地分析を行った結果、赤井川産と判定されている （分析番号64714:Ⅵ章1節参照)。

周辺は住居跡が密集する地区で遺物の分布密度の比較的濃いことから、H-14以外の竪穴から廃棄さ

れたものと思われる。

遺物 1 ･2はⅢ群b類土器で、榎林式土器に相当すると考えられる。1は撚糸文の地紋と沈線文が施

された口縁部で、口唇部には弱い研磨が施されている。2は縄文の地紋に沈線文が施された胴部である。

3は黒曜石製の石雛である。茎部の一部が使用のために欠損している。 4は背面の右側縁に細かい

剥離が見られるUフレイクである。5は上側に礫面を残した石核である。残された痕から見て、かなり

小さな剥片まで剥ぎ取られている。 3～5はいずれも赤井川産の黒曜石が使われていると考えられる。

時期遺物から縄文時代中期後半と考えられる。 （皆川）

(6)集石

s-1 (図V－6－78～80/表V－8-1/図版23, 47)

位置:K-19-a.c.d、K-20-a～d、K-21-b.c、K-22-b.c， L-21-a.d

規模：4.63×3.96／－×一／－m

長軸方向:N-76｡-E 床面積:23.670ni

特徴段丘東側の縁辺部で見つかった集石遺構である。検出面はV層中で、礫を主体とする1,195点

の遺物が39.052㎡の広い範囲で検出されたもので、所謂「配石遺構」 とするには礫の配置に何等規則

性の様なものが見られないことから集石として扱った。

礫・礫片1,113点に混じってスクレイパーやUフレイクなど4点の剥片石器や石斧、たたき石、すり

石、多面砥石、砥石、有溝砥石、台石など15点の礫石器も出土している。Ⅲ群b類土器も8点程出土

しているが、 これらは伴わない可能性が高い。

S-1の平面的な配置は大きく左側の集石(L) と右側の集石(R)に分れ、占める面積はLが15.382㎡、

Rが23.670㎡と、 R側が勝り構成する礫などの点数に関してもR側がやや多い。両方とも礫の密集する

部分が認められることから、その直下をトレンチで調査したが伴う遺構や遺物は確認されていない。

礫は人頭大のものが良く目に付いたために欠損の無い336点の礫を対象に規模等の計測を行った。

大半のものは長さが5～23cm (平均値14.6cm)、幅が5～20cm (平均値1l.5cm)、厚さが4～12cm (平均値

8.3cm)、重量が0.2～4.0kg (平均値1.137kg) などの範囲に収まる結果となった。形状は角の取れた楕

円の亜円礫が多く、石材は流紋岩が圧倒的に多く206点、泥岩が58点、珪質頁岩が49点、軽石が22点、

凝灰岩が1点であった。この構成は、対比資料としてX層下の礫層や河川などから採取した礫のそれ

と良く似ることから、礫の出自は礫層の露頭や河原との可能性が高く、特に拘った石材はないものと

思われる。また、亜円礫が多いのもこの出自が原因と考えられる。これらに唯一共通する特徴は色調
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